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令
和
６
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

指
定
記
念
物
（
名
勝
地
）
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
皆
様
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
子
育
て
支
援
施
策
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
歴
史
的
な
円
安

や
物
価
高
、
原
油
高
騰
な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
各
種
施
策
を

講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
国
・
県
と

連
携
し
な
が
ら
市
民
に
寄
り
添
っ
た
政
策
の

推
進
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。結

び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
底
か
ら
念
じ
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

本
市
に
あ
っ
て
は
、
定
住
人
口
・
税
収
の
増

加
へ
と
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
企
業
誘
致
に
は
欠
か
せ
な
い

『
中
九
州
横
断
道
路
』
の
整
備
も
進
行
中
で

す
。
昨
年
12
月
に
竹
田
阿
蘇
道
路
区
間
が
着

工
し
、
順
調
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
さ
ら
に
積
極
的
に
国
や
県
に
働

き
か
け
、
１
日
も
早
い
全
線
開
通
を
目
指
し

強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
道
づ
く
り
が

ま
ち
づ
く
り
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。さ

て
、
今
年
は
「
甲き
の
え

辰た
つ

」。「
春
の
日
差
し

が
、
あ
ま
ね
く
成
長
を
助す

く
年
」
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
あ
ま
ね
く
光
に
照
ら
さ
れ
、

確
か
な
成
長
と
変
化
が
起
き
る
よ
う
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
心
を
合
わ
せ
、
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
10
月
に
は
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅

が
開
業
し
て
百
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
。
駅
か
ら
見
え
る
落
門
の
滝
も
昨
年
、
国

特
に
働
く
場
所
の
確
保
と
し
て
、
企
業
誘

致
を
推
進
し
て
お
り
、
西
日
本
地
域
を
中
心

に
カ
ッ
ト
野
菜
の
製
造
・
販
売
等
を
手
掛
け

る
会
社
か
ら
野
菜
の
１
次
加
工
所
を
建
設
し

た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
10
月
に
進
出
協

定
書
を
締
結
し
、
現
在
、
操
業
開
始
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
と

２
年
度
に
は
進
出
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
３
年
度
に
３
件
、
４
年
度
に
２

件
の
企
業
進
出
が
あ
り
、
新
た
に
11
名
の
新

規
雇
用
が
生
ま
れ
、
過
疎
高
齢
化
を
抱
え
る

市
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
６
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
３
月
末
に
は
『
第
２
次
竹
田
市
総
合

計
画
』
を
策
定
し
、
そ
の
将
来
像
を
『
ひ
と

が
輝
き
未
来
へ
つ
な
ぐ
い
の
ち
溢
れ
る
ま
ち

「
竹
田
」』
と
し
て
、
人
口
減
少
を
緩
や
か
に

し
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
「
あ
ら
が
う
政
策
」
と
「
あ
わ
せ
て
い
く

政
策
」
を
「
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
果
敢
に
挑

戦
」
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

竹田市長
土居  昌弘

ひ
と
が
輝
き

未
来
へ
つ
な
ぐ

い
の
ち
溢
れ
る
ま
ち

「
竹
田
市
」
を

目
指
し
て
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令
和
６
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

広報たけた１月号
今月の目次　－Lineup－

人口のうごき
前月比

人　口 19,456人 －21人
男　性 9,160人 －４人
女　性 10,296人 －17人
世帯数 9,838世帯 －６世帯
※令和５年12月１日現在の住民基本台帳による

■表紙題字
第75回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ
美術祭
竹田市議会議長賞　�吉

き
良
ら
　茉

ま
緒
お
さん�

（南部小３年）

	 ２	 令和６年	新年のごあいさつ
	 ４	「個別避難計画」の	

作成を進めています
	 ６	 高齢者の「通いの場」の参加率が	

県下１位市では全国２位	ほか
	 ８	 監査公表／ぬくもり
	10	 高齢者肺炎球菌予防接種	ほか
	11	 たけたんトピックス
	12	 たけたんカレンダー
	14	 健康コーナー
	15	 休日・夜間の在宅当番医院	ほか
	16	 たけたんインフォ	ほか
	20	 移住定住補助金制度のご案内	ほか
	21	 図書館へ行こう！
	22	 グランツたけたからのお知らせ／	

まるごと博物館
	23	 令和５年度企画展	全巻みせます！	

ほか
	24	 郷土の植物／すくすく１歳／誕生お

めでとう	ほか

今月の表紙

12月15日、白丹小学校でお餅つきが
行われました。児童12人が地元の方のお
力添えをいただきながら田植え体験、稲
刈り体験等を行いもち米を収穫、当日は
４升のお餅をつきました。

揮
し
な
が
ら
、
議
会
改
革
を
さ
ら
に
進
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
い

く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

穏
や
か
で
実
り
の
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

ら
み
ま
す
。
加
え
て
、
竹
田
市
は
豊
後
竹
田

駅
周
辺
開
発
計
画
を
進
め
て
お
り
、
観
光
客

誘
致
と
特
産
品
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
、
商
工

業
、
農
林
業
と
も
に
浮
上
す
る
好
機
と
な
り

ま
す
。

一
方
で
、
小
児
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
市

内
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
不
十
分
な
状
況

で
あ
り
、
整
備
と
充
実
を
是
が
非
で
も
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
の
活
性
化
と
諸

課
題
に
つ
い
て
真
摯
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。本

年
２
月
、
竹
田
市
議
会
で
は
初
め
て
の

試
み
と
な
り
ま
す
「
高
校
生
議
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
市
内
３
校
の
高
校
生
15
人
が
議
場

に
立
ち
、
質
問
を
し
ま
す
。
若
者
の
声
を
直

に
聴
き
、
未
来
の
竹
田
市
づ
く
り
の
意
見
を

い
た
だ
く
場
、
ま
た
、
若
い
方
々
が
市
政
に

興
味
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
契
機
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
執
行
機
関
の
監

視
、
評
価
機
関
と
し
て
の
議
会
の
役
割
を
発

の
不
自
由
や
苦
難
に
堪
え
な
が
ら
、
皆
様
が

前
を
向
く
姿
に
私
た
ち
議
員
一
同
も
勇
気
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
不
安
定
な

世
界
情
勢
の
影
響
が
事
業
者・農
家
の
皆
様
、

そ
し
て
市
民
生
活
に
お
よ
び
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
と
い
え
ど
も
行
政
の
支
援
が
引
き
続
き

求
め
ら
れ
ま
す
。
皆
様
の
声
を
的
確
に
市
政

に
反
映
さ
せ
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
議
会
と
し
て

も
進
め
て
参
り
ま
す
。

令
和
６
年
に
は
、
Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
大
分
県
と
福
岡
県

で
開
催
さ
れ
、
経
済
の
活
性
化
に
期
待
が
膨

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

竹
田
市
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
令
和
６
年
の
初
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
移
行
を
受

け
、
多
く
の
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
し
、

以
前
通
り
市
民
の
皆
様
と
お
目
に
か
か
る
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活

市議会議長
佐藤  美樹

改
革
を
進
め

市
民
に
信
頼
さ
れ
る

議
会
を
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◎お住いの地域を確認しよう！
　自分の家や避難所、そしてそこまでの経路に危険箇所がないか、あらかじめ確認しておきましょう。洪
水・土砂災害の危険が高い地区は、市公式ホームページのほか、令和３年３月にお配りした防災マップで
確認できます。
◎タイムラインを作ってみよう！
　タイムラインとは、災害時の行動を時系列で整理した計画です。避難開始のタイミング等をあらかじめ
決めておくことで、いざというときに慌てずに適切な行動ができます。
◎災害時に必要なものを考えてみよう！
　避難する場合、在宅で生活を続ける場合など、場面ごとに必要なものを書き出してみましょう。ローリ
ングストック法（非常食を定期的に食べ、食べたら買い足すという行為を繰り返し、常に家庭に新しい非
常食を備蓄する方法）を試してみるのも良いかもしれません。

まずはここから！災害対策

●
地
域
の
力
で

災
害
に
備
え
る

　
大
規
模
災
害
発
生
時

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
は
、
地
域
住
民
、

近
所
の
人
た
ち
の
助
け

合
い
（
共
助
）
が
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。
個

別
避
難
計
画
が
本
当
の

実
効
力
を
持
つ
に
は
、

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
、
専
門
職
等
の
ほ

か
、
地
域
や
関
わ
っ
て

い
る
皆
さ
ん
の
力
が
不

可
欠
で
す
。
災
害
時
に

助
け
合
え
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
防
災

活
動
へ
の
ご
参
加
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●個別避難計画とは
　災害時に、避難行動要支援者の避難支援や安否確認等を実施するための計画
で、対象者一人ひとりの状況に合わせた避難時の配慮事項や避難先、避難に必
要な支援などを記載した計画です。

　
近
年
全
国
各
地
で
頻
発
す
る
自
然
災
害
。ゲ
リ
ラ

豪
雨
や
巨
大
台
風
、地
震
な
ど
、災
害
は
本
市
に
い

つ
襲
い
掛
か
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。こ

う
し
た
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
、い
わ
ゆ
る
災
害
弱
者
と
い
わ
れ
る
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
（
避
難
行
動
要
支
援
者
）

へ
の
支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
５
月
の
災
害
対
策
基
本
法
改
正
に
よ

り
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
し
、
適
切
な
避
難

支
援
が
で
き
る
よ
う
、「
個
別
避
難
計
画
」
の
作
成

が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
方

針
に
基
づ
き
、
現
在
本
市
に
お
い
て
も
「
個
別
避

難
計
画
」
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
計
画
の
対
象
者

　
竹
田
市
内
に
お
い
て
、
洪
水
や
土
砂
災
害
の
危

険
が
高
い
地
区
に
お
住
ま
い
（
施
設
等
入
所
者
は

除
く
）
で
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
の

う
ち
、
平
時
か
ら
の
名
簿
の
提
供
に
同
意
し
た
方

・
要
介
護
３
〜
５
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
、
療
育
手

帳
Ａ
１
、Ａ
２
の
方
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
の
方

・
難
病
患
者
の
方

・
そ
の
他
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
方

※

対
象
者
に
つ
い
て
は
今
後
拡
大
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
作
成
し
た
計
画
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
本
人
、
市
、
福
祉
専
門

職
、
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会

長
、
民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
地
域
住
民
な
ど
の
避
難
支
援

者
で
共
有
し
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
作
成
し
た
「
個

別
避
難
計
画
」
ど
お
り
の
動
き
方

が
で
き
る
の
か
確
認
す
る
た
め
、

地
域
で
避
難
訓
練
等
を
行
う
こ
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

※

計
画
作
成
に
よ
っ
て
、
避
難
支

援
等
が
必
ず
行
わ
れ
る
こ
と
を

保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

必
要
な
の
か
、
ま
ず
は
ご
自
身
や

家
族
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
本
市
に
は
68
箇

所
の
指
定
避
難
所
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
避
難
所
ま
で
の
道
の

り
に
危
険
箇
所
が
あ
る
場
合
や
、

指
定
避
難
所
で
過
ご
す
こ
と
が
困

難
な
場
合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
個
別
避
難

計
画
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
合
わ
せ
て
、
在
宅
避
難
や
医
療

機
関
・
福
祉
施
設
の
利
用
、
親

戚
・
知
人
宅
へ
の
避
難
な
ど
も
選

択
肢
と
し
、
柔
軟
に
計
画
を
作
成

し
て
い
き
ま
す
。

●
計
画
作
成

　
令
和
５
年
度
か
ら
地
区
ご
と

に
順
次
取
り
組
ん
で
お
り
、
対

象
者
へ
は
市
の
担
当
等
か
ら
お

知
ら
せ
し
、
作
成
し
て
い
き
ま

す
。
お
住
ま
い
の
地
域
に
ど
ん
な

危
険
性
が
あ
る
の
か
、
災
害
発
生

時
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば

よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

問 高齢者福祉課 ☎63-4809、社会福祉課 ☎63-4811、総務課防災危機管理室 ☎63-4800

「
個
別
避
難
計
画
」

の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す

災
害
の
発
生
に

備
え
て
避
難
行
動
を

考
え
よ
う
！

避難行動要支援者名簿の作成・提供の流れ

支援者（避難支援等関係者） 避難行動要支援者

・自治会長
・民生委員児童委員
・消防団　防災士　など

災害時地域リーダー
・日常の声かけ、見守り
・「個別避難計画」作成の協力
・災害時の避難支援　など

・要介護者
・障がい者
・高齢者　など

自力で避難する
ことが難しい方

竹 田 市
避難行動要支援者
名簿の作成

・近隣住民等で支援を
　してくれる方

地域支援者

自治会、自主防災組織等

消防機関、警察

社会福祉協議会

ケアマネジャー
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◎お住いの地域を確認しよう！
　自分の家や避難所、そしてそこまでの経路に危険箇所がないか、あらかじめ確認しておきましょう。洪
水・土砂災害の危険が高い地区は、市公式ホームページのほか、令和３年３月にお配りした防災マップで
確認できます。
◎タイムラインを作ってみよう！
　タイムラインとは、災害時の行動を時系列で整理した計画です。避難開始のタイミング等をあらかじめ
決めておくことで、いざというときに慌てずに適切な行動ができます。
◎災害時に必要なものを考えてみよう！
　避難する場合、在宅で生活を続ける場合など、場面ごとに必要なものを書き出してみましょう。ローリ
ングストック法（非常食を定期的に食べ、食べたら買い足すという行為を繰り返し、常に家庭に新しい非
常食を備蓄する方法）を試してみるのも良いかもしれません。

まずはここから！災害対策

●
地
域
の
力
で

災
害
に
備
え
る

　
大
規
模
災
害
発
生
時

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
は
、
地
域
住
民
、

近
所
の
人
た
ち
の
助
け

合
い
（
共
助
）
が
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。
個

別
避
難
計
画
が
本
当
の

実
効
力
を
持
つ
に
は
、

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
、
専
門
職
等
の
ほ

か
、
地
域
や
関
わ
っ
て

い
る
皆
さ
ん
の
力
が
不

可
欠
で
す
。
災
害
時
に

助
け
合
え
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
防
災

活
動
へ
の
ご
参
加
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●個別避難計画とは
　災害時に、避難行動要支援者の避難支援や安否確認等を実施するための計画
で、対象者一人ひとりの状況に合わせた避難時の配慮事項や避難先、避難に必
要な支援などを記載した計画です。

　
近
年
全
国
各
地
で
頻
発
す
る
自
然
災
害
。ゲ
リ
ラ

豪
雨
や
巨
大
台
風
、地
震
な
ど
、災
害
は
本
市
に
い

つ
襲
い
掛
か
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。こ

う
し
た
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
、い
わ
ゆ
る
災
害
弱
者
と
い
わ
れ
る
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
（
避
難
行
動
要
支
援
者
）

へ
の
支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
５
月
の
災
害
対
策
基
本
法
改
正
に
よ

り
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
し
、
適
切
な
避
難

支
援
が
で
き
る
よ
う
、「
個
別
避
難
計
画
」
の
作
成

が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
方

針
に
基
づ
き
、
現
在
本
市
に
お
い
て
も
「
個
別
避

難
計
画
」
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
計
画
の
対
象
者

　
竹
田
市
内
に
お
い
て
、
洪
水
や
土
砂
災
害
の
危

険
が
高
い
地
区
に
お
住
ま
い
（
施
設
等
入
所
者
は

除
く
）
で
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
の

う
ち
、
平
時
か
ら
の
名
簿
の
提
供
に
同
意
し
た
方

・
要
介
護
３
〜
５
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
、
療
育
手

帳
Ａ
１
、Ａ
２
の
方
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
の
方

・
難
病
患
者
の
方

・
そ
の
他
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
方

※

対
象
者
に
つ
い
て
は
今
後
拡
大
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
作
成
し
た
計
画
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
本
人
、
市
、
福
祉
専
門

職
、
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会

長
、
民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
地
域
住
民
な
ど
の
避
難
支
援

者
で
共
有
し
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
作
成
し
た
「
個

別
避
難
計
画
」
ど
お
り
の
動
き
方

が
で
き
る
の
か
確
認
す
る
た
め
、

地
域
で
避
難
訓
練
等
を
行
う
こ
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

※

計
画
作
成
に
よ
っ
て
、
避
難
支

援
等
が
必
ず
行
わ
れ
る
こ
と
を

保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

必
要
な
の
か
、
ま
ず
は
ご
自
身
や

家
族
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
本
市
に
は
68
箇

所
の
指
定
避
難
所
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
避
難
所
ま
で
の
道
の

り
に
危
険
箇
所
が
あ
る
場
合
や
、

指
定
避
難
所
で
過
ご
す
こ
と
が
困

難
な
場
合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
個
別
避
難

計
画
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
合
わ
せ
て
、
在
宅
避
難
や
医
療

機
関
・
福
祉
施
設
の
利
用
、
親

戚
・
知
人
宅
へ
の
避
難
な
ど
も
選

択
肢
と
し
、
柔
軟
に
計
画
を
作
成

し
て
い
き
ま
す
。

●
計
画
作
成

　
令
和
５
年
度
か
ら
地
区
ご
と

に
順
次
取
り
組
ん
で
お
り
、
対

象
者
へ
は
市
の
担
当
等
か
ら
お

知
ら
せ
し
、
作
成
し
て
い
き
ま

す
。
お
住
ま
い
の
地
域
に
ど
ん
な

危
険
性
が
あ
る
の
か
、
災
害
発
生

時
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば

よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

問 高齢者福祉課 ☎63-4809、社会福祉課 ☎63-4811、総務課防災危機管理室 ☎63-4800

「
個
別
避
難
計
画
」

の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す

災
害
の
発
生
に

備
え
て
避
難
行
動
を

考
え
よ
う
！

避難行動要支援者名簿の作成・提供の流れ

支援者（避難支援等関係者） 避難行動要支援者
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・消防団　防災士　など
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・日常の声かけ、見守り
・「個別避難計画」作成の協力
・災害時の避難支援　など

・要介護者
・障がい者
・高齢者　など

自力で避難する
ことが難しい方

竹 田 市
避難行動要支援者
名簿の作成

・近隣住民等で支援を
　してくれる方

地域支援者

自治会、自主防災組織等

消防機関、警察
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１月25日㈭　午後２時～４時
豊肥保健所　　 無料　※要予約
豊肥保健所地域保健課
☎0974-22-0162

あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
参
加
者

数
の
減
少
や
リ
ー
ダ
ー
の
担
い
手
不
足
を

理
由
に
解
散
す
る
団
体
が
あ
る
一
方
で
、

「
健
幸
運
動
教
室
」「
湯
中
運
動
教
室
」「
健

康
長
寿
週
一
活
動
」「
す
ご
ー
く
元
気
に

な
る
教
室
」
な
ど
の
「
運
動
を
中
心
と
し

た
通
い
の
場
」
の
拡
充
に
よ
り
、
若
い
年

代
の
参
加
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の
要
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
通
い
の
場
の
参
加
率
が
高
い

だ
け
は
な
く
、
複
数
の
通
い
の
場
に
参
加

　
本
市
で
は
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を
目

標
に
掲
げ
て
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
介

護
予
防
活
動
を
行
う
「
通
い
の
場
」
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
通
い
の
場
の
参
加
率
は
令
和
３
年
度
、

全
国
平
均
５・５
％
、
大
分
県
が
14・７
％

で
９
年
連
続
全
国
１
位
、
本
市
は
そ
の
値

を
大
き
く
上
回
る
36・３
％
で
県
下
１
位

と
な
っ
て
お
り
、
全
国
の
市
で
は
２
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

成
果
①  

健
康
寿
命
が
延
伸

　
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
・
調
査
な
ど
か
ら
も
、
社
会
参
加
を
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
友
人
に
出
会
え
た

り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
り
、

社
会
貢
献
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
充
実
感
を
得

た
り
、
生
き
が
い
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と

が
、
心
身
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
が
開
始

さ
れ
た
平
成
28
年
度
当
初
と
比
べ
て
、
70

歳
代
前
半
を
除
く
全
年
齢
階
級
に
お
い
て

認
定
率
が
下
が
り
、
健
康
寿
命
（
お
達
者

年
齢
）
も
延
伸
し
て
い
ま
す
。

健
康
長
寿
の
方
が
増
え
る
ほ
ど
給
付
費
は

抑
え
ら
れ
ま
す
。

 

成
果
②  

調
整
済
み
要
介
護
認
定
率
が
低
い

　
本
市
の
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
化
率
は

全
国
の
14・７
％
と
比
べ
て
28・８
％
と
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
要
介
護
認
定
率
は
高

齢
に
な
る
ほ
ど
高
く
な
る
の
で
、
本
市
の

よ
う
に
後
期
高
齢
化
率
が
高
い
自
治
体
で

は
要
介
護
認
定
率
は
必
然
的
に
高
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
国
の
年
齢
構
成
と
同
じ

と
仮
定
し
て
算
定
さ
れ
る
「
調
整
済
み
要

介
護
認
定
率
」

を
比
較
に
用
い

ま
す
が
、
竹
田

市
は
14・９
％
と

国
の
19・０
％
、

県
の
17・５
％

と
比
べ
る
と
低

く
、
平
成
27
年

度
当
初
の
値
を

維
持
し
て
い
ま

す
。

 

成
果
③

　介
護
保
険
給
付
費
を
抑
制

　
令
和
４
年
度
の
介
護
保
険
給
付
費
は
約

32
億
円
。
こ
の
う
ち
要
介
護
者
へ
の
介
護

給
付
費
は
約
28
億
６
、０
０
０
万
円
。（
年

額
平
均
約
１
９

５
万
円
）
で
、

要
支
援
者
に
対

す
る
予
防
給
付

費
は
約
１
億
６

０
０
万
円
。（
年

額
平
均
約
22
万

円
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
介
護
予
防
の

取
り
組
み
で
自

立
あ
る
い
は
要

支
援
１
・
２
の

　
令
和
４
年
度
に
月
１
回
以
上
の
通
い
の

場
に
参
加
し
た
実
人
数
は
、
２
、１
７
７

人
（
21
・
７
％
）
で
、
参
加
率
が
最
も
高

い
の
は
80
代
後
半
で
、
75
歳
未
満
で
は
微

増
傾
向
、
75
歳
以
上
で
は
、
減
少
傾
向
に

調整済み要介護認定率（単位：％）

参加している通いの場の箇所数

←通いの場一覧はこちらから
　ダウンロードできます。

17.9
16.3
14.8

19.0
17.5

14.9

５か所以上（122人）
5.6%

1か所
（1,096人）
50.3%

2か所（522人）
24.0%

3か所
（278人）
12.8%

4か所
（159人）
7.3%

■ 要支援１・２　　■ 要支援１～５

認定者数
（R5.3現在）
（単位：人）
給付費

（単位：千円）

0% 50%

487 1,464

2,854,350

106,059

100%

■ 令和４年度
■ 令和３年度 1.0%

40～
64歳

65～
69歳

70～
74歳

75～
79歳

80～
84歳

85～
89歳

1.5%
6.2%
6.6%

14.0%
14.1%

25.2%
21.2%

35.6%
35.0%

40.7%
36.7%

90歳
以上

29.5%
25.5%

再掲
（65歳
以上）

23.3%
21.7%

年齢階級別の通いの場参加率

年齢階級別の
要介護認定率

R３お達者年齢
（H28からの延伸）

■ 令和５年３月
■ 平成27年３月 2.4%

65～
69歳

70～
74歳

75～
79歳

80～
84歳

85～
90歳

90歳
以上

1.8%
4.5%

男性
女性

79.98歳（+0.76歳）
84.55歳（+0.21歳）

4.9%
10.2%
7.2%

25.4%
19.6%

48.0%
38.0%

75.1%
69.5%

全国
大分県
竹田市

し
て
い
る
方
が
多
い
の
も
特
徴
で
、
う
ち

４
人
に
１
人
が
３
か
所
以
上
の
通
い
の
場

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
参
加
の
機
会
が
多
い
ほ
ど
、
介
護

予
防
の
効
果
は
高
ま
る
の
で
、
こ
の
こ
と

も
本
市
の
健
康
寿
命
の
延
伸
の
一
役
を

担
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
通
い
の
場
１
位
を
誇
る
本
市
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
通
い
の
場
が
あ
り
ま
す
。
ご
自

身
の
状
況
に
あ
っ
た
通
い
の
場
へ
の
参
加

を
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
高
齢
者
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

高
齢
者
福
祉
課
　
☎
63-

４
８
０
９

問

高
齢
者
の「
通
い
の
場
」の

参
加
率
が
県
下
１
位

市
で
は
全
国
２
位

健
康
寿
命
の
延
伸
の
要
因
は

「
運
動
中
心
の
通
い
の
場
」

「
通
い
の
場
」が

健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献

健
康
長
寿
を
目
指
し
て

社
会
参
加
を

平成27年 令和４年

　12月13日、いきいき！地域づくりによる介
護予防活動の表彰式が行われました。
　本市と大分県では、介護予防体操の普及と、
週１回の住民主体の通いの場の普及を目指して
います。地域で介護予防の活動に積極的に取り
組む個人の方や団体を表彰しています。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略）

いきいき元気で賞（週１回通いの場で「めじろ
ん元気アップ体操」に継続して３か月以上取り
組んでいる90歳以上の方）
　渡辺スナ子・志賀美佐子・野村千代美・菅春
子・梶原チカキ・梶原秀正・羽田野ナミ子・阿
南ケサミ・阿南静子・甲斐幸子・眞田松子・後
藤和芳・池内伊都・佐田キヤウ

いきいきビッグ４Year賞（週１回の活動「め
じろん元気アップ体操等」を４年以上継続して
いる通いの場）
　出会いの湯週一運動教室

申・問

日
場 料

地域で介護予防活動に
積極的に取り組む皆さんを表彰

 ・精神保健福祉相談・
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１月25日㈭　午後２時～４時
豊肥保健所　　 無料　※要予約
豊肥保健所地域保健課
☎0974-22-0162

あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
参
加
者

数
の
減
少
や
リ
ー
ダ
ー
の
担
い
手
不
足
を

理
由
に
解
散
す
る
団
体
が
あ
る
一
方
で
、

「
健
幸
運
動
教
室
」「
湯
中
運
動
教
室
」「
健

康
長
寿
週
一
活
動
」「
す
ご
ー
く
元
気
に

な
る
教
室
」
な
ど
の
「
運
動
を
中
心
と
し

た
通
い
の
場
」
の
拡
充
に
よ
り
、
若
い
年

代
の
参
加
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の
要
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
通
い
の
場
の
参
加
率
が
高
い

だ
け
は
な
く
、
複
数
の
通
い
の
場
に
参
加

　
本
市
で
は
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を
目

標
に
掲
げ
て
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
介

護
予
防
活
動
を
行
う
「
通
い
の
場
」
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
通
い
の
場
の
参
加
率
は
令
和
３
年
度
、

全
国
平
均
５・５
％
、
大
分
県
が
14・７
％

で
９
年
連
続
全
国
１
位
、
本
市
は
そ
の
値

を
大
き
く
上
回
る
36・３
％
で
県
下
１
位

と
な
っ
て
お
り
、
全
国
の
市
で
は
２
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

成
果
①  

健
康
寿
命
が
延
伸

　
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
・
調
査
な
ど
か
ら
も
、
社
会
参
加
を
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
友
人
に
出
会
え
た

り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
り
、

社
会
貢
献
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
充
実
感
を
得

た
り
、
生
き
が
い
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と

が
、
心
身
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
が
開
始

さ
れ
た
平
成
28
年
度
当
初
と
比
べ
て
、
70

歳
代
前
半
を
除
く
全
年
齢
階
級
に
お
い
て

認
定
率
が
下
が
り
、
健
康
寿
命
（
お
達
者

年
齢
）
も
延
伸
し
て
い
ま
す
。

健
康
長
寿
の
方
が
増
え
る
ほ
ど
給
付
費
は

抑
え
ら
れ
ま
す
。

 

成
果
②  

調
整
済
み
要
介
護
認
定
率
が
低
い

　
本
市
の
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
化
率
は

全
国
の
14・７
％
と
比
べ
て
28・８
％
と
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
要
介
護
認
定
率
は
高

齢
に
な
る
ほ
ど
高
く
な
る
の
で
、
本
市
の

よ
う
に
後
期
高
齢
化
率
が
高
い
自
治
体
で

は
要
介
護
認
定
率
は
必
然
的
に
高
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
国
の
年
齢
構
成
と
同
じ

と
仮
定
し
て
算
定
さ
れ
る
「
調
整
済
み
要

介
護
認
定
率
」

を
比
較
に
用
い

ま
す
が
、
竹
田

市
は
14・９
％
と

国
の
19・０
％
、

県
の
17・５
％

と
比
べ
る
と
低

く
、
平
成
27
年

度
当
初
の
値
を

維
持
し
て
い
ま

す
。

 

成
果
③

　介
護
保
険
給
付
費
を
抑
制

　
令
和
４
年
度
の
介
護
保
険
給
付
費
は
約

32
億
円
。
こ
の
う
ち
要
介
護
者
へ
の
介
護

給
付
費
は
約
28
億
６
、０
０
０
万
円
。（
年

額
平
均
約
１
９

５
万
円
）
で
、

要
支
援
者
に
対

す
る
予
防
給
付

費
は
約
１
億
６

０
０
万
円
。（
年

額
平
均
約
22
万

円
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
介
護
予
防
の

取
り
組
み
で
自

立
あ
る
い
は
要

支
援
１
・
２
の

　
令
和
４
年
度
に
月
１
回
以
上
の
通
い
の

場
に
参
加
し
た
実
人
数
は
、
２
、１
７
７

人
（
21
・
７
％
）
で
、
参
加
率
が
最
も
高

い
の
は
80
代
後
半
で
、
75
歳
未
満
で
は
微

増
傾
向
、
75
歳
以
上
で
は
、
減
少
傾
向
に

調整済み要介護認定率（単位：％）

参加している通いの場の箇所数

←通いの場一覧はこちらから
　ダウンロードできます。

17.9
16.3
14.8

19.0
17.5

14.9

５か所以上（122人）
5.6%

1か所
（1,096人）
50.3%

2か所（522人）
24.0%

3か所
（278人）
12.8%

4か所
（159人）
7.3%

■ 要支援１・２　　■ 要支援１～５

認定者数
（R5.3現在）
（単位：人）
給付費

（単位：千円）

0% 50%

487 1,464

2,854,350

106,059

100%

■ 令和４年度
■ 令和３年度 1.0%

40～
64歳

65～
69歳

70～
74歳

75～
79歳

80～
84歳

85～
89歳

1.5%
6.2%
6.6%

14.0%
14.1%

25.2%
21.2%

35.6%
35.0%

40.7%
36.7%

90歳
以上

29.5%
25.5%

再掲
（65歳
以上）

23.3%
21.7%

年齢階級別の通いの場参加率

年齢階級別の
要介護認定率

R３お達者年齢
（H28からの延伸）

■ 令和５年３月
■ 平成27年３月 2.4%

65～
69歳

70～
74歳

75～
79歳

80～
84歳

85～
90歳

90歳
以上

1.8%
4.5%

男性
女性

79.98歳（+0.76歳）
84.55歳（+0.21歳）

4.9%
10.2%
7.2%

25.4%
19.6%

48.0%
38.0%

75.1%
69.5%

全国
大分県
竹田市

し
て
い
る
方
が
多
い
の
も
特
徴
で
、
う
ち

４
人
に
１
人
が
３
か
所
以
上
の
通
い
の
場

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
参
加
の
機
会
が
多
い
ほ
ど
、
介
護

予
防
の
効
果
は
高
ま
る
の
で
、
こ
の
こ
と

も
本
市
の
健
康
寿
命
の
延
伸
の
一
役
を

担
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
通
い
の
場
１
位
を
誇
る
本
市
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
通
い
の
場
が
あ
り
ま
す
。
ご
自

身
の
状
況
に
あ
っ
た
通
い
の
場
へ
の
参
加

を
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
高
齢
者
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 
高
齢
者
福
祉
課
　
☎
63-

４
８
０
９

問

高
齢
者
の「
通
い
の
場
」の

参
加
率
が
県
下
１
位

市
で
は
全
国
２
位

健
康
寿
命
の
延
伸
の
要
因
は

「
運
動
中
心
の
通
い
の
場
」

「
通
い
の
場
」が

健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献

健
康
長
寿
を
目
指
し
て

社
会
参
加
を

平成27年 令和４年

　12月13日、いきいき！地域づくりによる介
護予防活動の表彰式が行われました。
　本市と大分県では、介護予防体操の普及と、
週１回の住民主体の通いの場の普及を目指して
います。地域で介護予防の活動に積極的に取り
組む個人の方や団体を表彰しています。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略）

いきいき元気で賞（週１回通いの場で「めじろ
ん元気アップ体操」に継続して３か月以上取り
組んでいる90歳以上の方）
　渡辺スナ子・志賀美佐子・野村千代美・菅春
子・梶原チカキ・梶原秀正・羽田野ナミ子・阿
南ケサミ・阿南静子・甲斐幸子・眞田松子・後
藤和芳・池内伊都・佐田キヤウ

いきいきビッグ４Year賞（週１回の活動「め
じろん元気アップ体操等」を４年以上継続して
いる通いの場）
　出会いの湯週一運動教室

申・問

日
場 料

地域で介護予防活動に
積極的に取り組む皆さんを表彰

 ・精神保健福祉相談・
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令
和
５
年
７
月
か
ら
10
月
ま
で

に
実
施
し
た
監
査
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
関
係
法
令
、
条
例
、
規
則
等
に

基
づ
い
て
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
か
、
審
査
し
た
結
果
一
部
に
軽

微
な
改
善
を
要
す
る
事
例
が
見
ら

れ
た
が
、
概
ね
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
と
認
め
た
。

■
財
政
課

・
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経

常
収
支
比
率
は
上
昇
傾
向
に
あ

り
義
務
的
経
費
以
外
に
使
え
る

財
源
に
余
裕
が
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
今
後
の
地
方
交
付
税
制
度
の
動

向
や
税
制
改
革
等
に
よ
り
財
政

運
営
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
に

応
じ
た
歳
出
に
よ
る
健
全
財
政

を
要
望
す
る
。

・
公
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

は
、「
竹
田
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
財

産
台
帳
の
管
理
と
遊
休
財
産
の

処
分
及
び
貸
付
け
等
、
一
層
の

有
効
活
用
を
図
る
こ
と
。

■
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課

・
竹
田
市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本

計
画（
改
定
版
）
に
基
づ
き
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
の
意

義
や
人
権
尊
重
の
必
要
性
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

市
民
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
も
が
人
権
問
題
に
つ
い

て
学
び
、
身
近
な
問
題
と
し
て

取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
望

む
。

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
の
未

収
金
に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
債

権
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
り
関

係
課
と
引
き
続
き
協
議
す
る
こ

と
。

■
竹
田
保
育
所

・
保
育
理
念
に
基
づ
き
、
一
人
ひ

と
り
個
性
を
大
切
に
し
、
そ
の

子
に
あ
っ
た
支
援
に
努
め
、
保

護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
保
育
所

運
営
に
引
き
続
き
務
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

　
ま
た
、
隣
接
す
る
幼
稚
園
、
小

学
校
と
の
幼
保
小
の
接
続
を
見

通
し
た
連
携
を
要
望
す
る
。

■
白
丹
保
育
所

・
保
育
理
念
に
基
づ
き
、
子
ど
も

一
人
一
人
を
大
切
に
し
、
保
護

者
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
に
愛

さ
れ
る
保
育
所
運
営
に
引
き
続

き
務
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
農
政
課

・
農
林
業
者
が
将
来
に
わ
た
り
、

安
定
し
た
経
営
を
維
持
継
続
で

き
る
よ
う
国
、
県
の
補
助
制
度

等
の
活
用
や
事
業
の
連
携
に
よ

り
、
地
域
農
業
を
担
う
認
定
農

業
者
や
農
業
後
継
者
の
確
保
を

図
り
、
持
続
可
能
な
経
営
に
繋

が
る
よ
う
一
層
の
取
り
組
み
を

要
望
す
る
。

■
畜
産
振
興
課

・
畜
産
資
材
の
高
騰
や
生
産
者
の

高
齢
化
等
に
よ
り
畜
産
飼
養
戸

数
と
頭
数
に
つ
い
て
は
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
で
は
農
林
水
産
大
臣
賞

受
賞
す
る
等
、
輝
か
し
い
成
果

を
収
め
て
い
る
。

　
引
き
続
き
畜
産
業
全
般
の
経
営

安
定
を
目
指
し
、
国
や
県
の
補

助
制
度
を
活
用
し
積
極
的
な
指

導
強
化
を
望
む
。

■
農
林
整
備
課

・
農
地
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
に
つ
い
て
は
、
現
年
災
・

過
年
災
と
も
早
期
完
成
を
図
る

こ
と
。

・
農
道
の
維
持
管
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
適
時
の
実
施
が
可
能
と

な
る
よ
う
地
元
と
調
整
協
議
を

図
り
、
一
層
の
進
捗
を
望
む
。

■
建
設
課

・
竹
田
市
が
所
有
・
管
理
す
る
道

路
、
橋
梁
等
の
社
会
資
本
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
の
安
全
か
つ

円
滑
な
交
通
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

・
市
営
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

に
つ
い
て
は
、
災
害
か
ら
市
民

の
生
命
財
産
を
守
る
事
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
一
層
の
進
捗
を
望

む
。

■
上
下
水
道
課

・「
竹
田
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
１
８
」
に
基
づ
き
、「
水

道
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
性
の
確

保
、
安
全
な
水
の
保
証
、
危
機

管
理
へ
の
対
応
の
徹
底
」
を
引

き
続
き
要
望
す
る
。

・
所
管
す
る
水
道
料
金
や
使
用
料

等
の
未
納
金
の
徴
収
に
努
め
る

こ
と
。

■
会
計
課

・
竹
田
市
会
計
規
則
に
基
づ
き
、

予
算
や
法
令
等
に
準
拠
し
、
債

務
が
確
定
し
て
い
る
か
等
の
審

査
、確
認
に
よ
り
、支
払
遅
延
、

錯
誤
等
の
な
い
適
正
な
出
納
処

理
に
引
き
続
き
努
め
る
こ
と
。

■
荻
支
所
・
久
住
支
所
・ 

直
入
支
所

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り

等
が
中
止
や
延
期
さ
れ
て
き
た

が
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
開

催
等
に
よ
り
地
域
活
性
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
地
域
連
携
、
活
性

化
に
向
け
新
規
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
よ
う
事
業
周
知
等
一

層
の
推
進
を
要
望
す
る
。

■
竹
田
幼
稚
園
・
南
部
幼
稚
園

・
教
育
目
標
に
向
け
て
、
家
庭
・

地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
目
標
達
成
に
向
け
て
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
引
き
続
き
要

望
す
る
。

竹
田
市
監
査
委
員

�

後
藤
　
英
一

�

山
村
　
英
治

監
査
公
表
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人権シリーズ　No.97

本市が2020年に実施した「市民人権意識調査報告」によると、「被差別部落の人に差別意識を持っ
た人がまだいると思いますか」という問いに対し、「まだいる」と思っている人は42.0パーセント、
いないと思っている人を5.4パーセント上回っています。
また、「差別意識は近い将来なくすことができると思いますか」という問いに対し「なくすことは
難しい」と思っている人は45.0パーセント、この問題解決の難しさが表れているといえます。子ど
もの結婚に関しては、約７割の人は、結婚を認めるという結果になっていますが、抵抗のある人が約
３割いるというのが現状です。
差別は依然として存在してることを考えるときに、注意することがあります。「差別の現実が存在
する」ということと「差別の現実を認識する」ということとは同じではないということです。「ある」
と「認識する」は必ずしも一致しません。たとえば万有引力の法則は自然現象として存在しますが、
人類がそれを認識できるようになったのは17世紀になってからです。「現実」と「現実認識」とがず
れてしまうことさえあります。部落差別の現実という社会現象を考えるにあたっては、限られた経験
や実感のみに頼らず、調査や学習などに基づいた客観的・理性的認識が求められます。差別の現実を
しっかり受け止めようとする姿勢や差別の現実を把握するための取り組みが問われています。とりわ
け差別問題には、それが厳しいほど表面化しないという力が働く傾向にあります。部落差別の最も厳
しい課題である結婚差別問題が、実態はありながらも表面化しないのは、差別の現実を差別の力がね
じ伏せている状況が存在するからと言えます。
差別の現実のこうした特徴を踏まえるとき調査の役割は大きく、現実認識を共有するための人権学
習活動などの重要性は高いことを私たちは理解し、あらゆる機会に「人権」や「差別」について積極
的に学ぶことが大切です。

問 人権・部落差別解消推進課　☎63-4820

こころちゃん 今でも部落差別はあるのですか？

■
菅
生
小
学
校
・
豊
岡
小
学
校
・

荻
小
学
校
・
都
野
小
学
校
・ 

緑
ヶ
丘
中
学
校

　
①
備
品
の
管
理　
②
寄
附
採
納

手
続
き　
③
理
科
薬
品
の
管
理　

④
防
災
訓
練
等
の
実
施　
⑤
準
公

金
の
管
理
の
項
目
に
つ
い
て
監
査

し
た
結
果
、
関
係
規
則
、
要
綱
等

に
基
づ
き
適
正
に
処
理
・
実
施
さ

れ
て
い
た
。

・
教
育
目
標
に
向
け
て
、
地
域
・

家
庭
の
連
携
を
図
り
目
標
達
成

に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー

・
予
算
の
執
行
状
況
、
備
品
の
管

理
、
準
公
金
の
管
理
に
つ
い

て
、
監
査
し
た
結
果
、
関
係
規

則
、
要
綱
等
に
基
づ
き
適
正
に

処
理
・
実
施
さ
れ
て
い
た
。

・
運
営
目
標
の
「
組
織
の
力
を
生

か
し
、
竹
田
市
全
体
の
学
校
教

育
の
推
進
に
と
り
く
む
」
に
よ

り
、
連
携
校
、
竹
田
市
教
育
委

員
会
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し

学
校
の
負
担
軽
減
と
教
育
支
援

の
充
実
を
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
学
校
統
廃
合
を

見
据
え
た
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

の
検
証
を
望
む
。

　
ま
た
、
幼
児
教
育
と
小
学
校
教

育
（
低
学
年
）
が
円
滑
に
接
続

で
き
る
よ
う
、
幼
・
小
の
協
働

に
よ
る
架
け
橋
期
の
教
育
の
充

実
を
望
む
。

■
学
校
給
食
共
同
調
理
場

・
学
校
給
食
法
に
定
め
ら
れ
た
学

校
給
食
の
目
標
を
基
に
、「
適

切
な
栄
養
の
摂
取
に
よ
る
健
康

の
保
持
増
進
」「
安
全
・
衛
生

管
理
の
充
実
」
等
を
図
り
、
効

率
的
な
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

・
調
理
場
運
営
業
務
の
委
託
に
つ

い
て
は
、
児
童
、
生
徒
の
人
数

や
給
食
配
送
先
の
変
更
等
の
状

況
の
変
化
に
応
じ
、
委
託
先
と

の
協
議
を
行
い
柔
軟
な
取
り
組

み
が
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
図
書
館

・
平
成
29
年
５
月
の
開
館
以
来
延

べ
入
館
者
数
が
35
万
人
を
超
え

て
お
り
多
く
の
市
民
が
利
用
す

る
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
後
も
登
録
者
数
・
貸
出
冊
数

の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、「
竹

田
市
こ
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
を
推
進
し
、
子
ど
も
が
本

に
出
合
い
親
し
む
機
会
の
充
実

を
望
む
。
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高齢者肺炎球菌予防接種
～令和６年度から定期接種対象者が変わります～

第９期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）に対するパブリックコメントを募集します

令和５年４月1日～令和６年３月31日まで定期接種（助成）の対象になる方

　令和６年度からの対象者は、①65歳の誕生日を迎える人②60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸
器の機能のいずれかに日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある方やヒト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある方となります。今年度対象の方は、今年度を逃
すと定期予防接種として助成を受けることができません。ご希望の方は今年度中に接種ください。（これま
でに肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある方は対象外です）

　本市では、令和６年度から令和８年度を計画期間とする第９期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の
策定に取り組んでいます。本計画の基本理念である「やすらぎと安心に満ちた支えあうくらしづくり
（仮）」の実現を目指し、高齢者の保健福祉に関する施策を総合的に推進するため、この計画を広く市
民の皆様に周知するとともに意見の公募を実施します。
　 竹田市民、竹田市内で介護保険事業所を運営する法人または竹田市内の介護保険事業所の従業者等
募集期間　１月15日㈪～１月29日㈪（予定）
閲覧場所　高齢者福祉課、各支所市民係、市公式ホームページ
※詳細な日程、提出方法は決まり次第、ホームページ・ケーブルテレビ・告知放送等でお知らせします。

65歳
70歳
75歳
80歳

昭和33年４月２日～昭和34年４月１日生
昭和28年４月２日～昭和29年４月１日生
昭和23年４月２日～昭和24年４月１日生
昭和18年４月２日～昭和19年４月１日生

昭和13年４月２日～昭和14年４月１日生
昭和 ８年４月２日～昭和 ９年４月１日生
昭和 ３年４月２日～昭和 ４年４月１日生
大正12年４月２日～大正13年４月１日生

85歳
90歳
95歳
100歳

60歳以上65歳未満　心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能のいずれかに日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある方

学校給食あじわいだより １月24日～ 30日は「全国学校給食週間」

高齢者福祉課介護保険係　☎63-4809　FAX64-0133

対

問

　お
父
さ
ん

お
父
さ
ん

そ
れ
は
僕
の
家
族

自
慢

誇
り

そ
し
て
、
心
の
拠
り
所

昔
は
、
お
父
さ
ん
が
怖
く
て
苦
手
だ
っ
た

で
も
、
成
長
し
て
い
く
に
つ
れ
て

怖
く
は
な
く
な
っ
た

怖
か
っ
た
の
は

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
し
て

怒
ら
れ
た
か
ら

で
も
今
は
何
回
も
何
回
も

怒
ら
れ
た
お
か
げ
で

し
て
も
い
い
こ
と
、
い
け
な
い
こ
と
の

区
別
が
つ
く

今
は
と
て
も
大
好
き
だ

あ
の
怒
り
は
僕
の
た
め
の
怒
り
だ
と
い
う
こ
と
に

気
が
つ
い
た

お
父
さ
ん
の
本
当
の
優
し
さ

気
が
つ
い
た

お
父
さ
ん
の
お
か
げ
で

今
、
正
し
い
道
を
歩
め
て
い
る

お
父
さ
ん
は
物
知
り
で
色
々
な
事
を

教
え
て
く
れ
る

相
談
に
乗
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
く
れ
る

こ
ん
な
に
い
い
父
を
も
っ
た
僕
は
幸
せ
者
だ

い
つ
か
大
人
に
な
っ
た
ら
恩
返
し
を
す
る

そ
し
て
、
い
つ
か

こ
ん
な

優
し
く

偉
大
な
父
に

僕
も
な
り
た
い

令和５年12月号５ページで掲載しました「お父さん」の作品の一部が脱字していました。
訂正してお詫び申し上げます。

　戦後、昭和21年度に学校給食が再開されたことを記念して１月24日か
ら30日を「全国学校給食週間」とされています。本市では、昭和22年に
竹田小学校でミルクとおかずの給食が始まりました。
　最近では子どもたちの食生活を取り巻く環境が大きく変化する中、学校
給食は食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身につけることや地域の
旬の食材をできるだけ取り入れ、郷土料理を経験できるように努めていま
す。お正月は、お雑煮、お節料理を家族みんなで食べながら新年をスター
トしましょう。 （文責　久住小学校　栄養教諭　足立 英子）

↑鏡開きの日の献立（久住調理場実施分）
ごはん、牛乳、お雑煮、松風焼、紅白
サラダ・ほとんど市内産の野菜です

「
佐
藤
　義
美
賞
」

竹
田
南
部
中
学
校
３
年

昆
　
祥
太
朗
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たけたん   トピックス
廣瀨さん 新聞エッセー最優秀賞
受賞おめでとうございます

精巧エンジニアリングから
企業版ふるさと納税を寄附

　日本新聞協会主催の第
30回新聞配達に関する
エッセーコンテストで廣

ひろ
瀨
せ

泉
みず
穂
ほ
さん（竹田南部中３

年）が中高生部門で最優秀
賞に輝きました。
　コンテストは新聞配達や
販売所にまつわる話で、大
学生・社会人、中学・高校
生、小学生の３部門に全国

成長を応援していきたい」と挨拶。
　今回頂いた寄附金は竹田市立中学校「制服のあり方」に関
する基本方針のもとに、経済的負担の軽減、多様性への配慮、
機能性の向上、リユースをはじめ環境負荷軽減等を勘案した
市内中学校統一仕様の制服導入事業に使用されます。

　11月28日、精巧エン
ジニアリング株式会社か
ら企業版ふるさと納税と
して寄附金が贈呈されま
した。
　阿

あ
部
べ
忠
ただ
男
お
代表取締役は

「未来を担う子ども達の

から3,223点の応募がありました。廣瀨さんのエッセーは「感
謝と尊敬の気持ち」と題して新聞配達員が大けがしたにもか
かわらず、自分のことを後回しにして、配達を仲間に代行し
てもらおうと電話をしたエピソード。廣瀨さんは「将来は、
配達員さんのように仕事に誇りを持ち、行動する人になりた
い」と笑顔で話してくれました。受賞おめでとうございます。

　
11
月
26
日
、
第
77
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会
が
竹

田
市
総
合
運
動
公
園
入
口
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
12
地
域
か
ら
18
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
寒

さ
に
負
け
ず
力
い
っ
ぱ
い
走
り
抜
き
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
合
】

優

勝　
荻
Ａ　
（
１
時
間
12
分
13
秒
）

第
２
位　
玉
来
Ａ
（
１
時
間
12
分
22
秒
）

第
３
位　
久
住
Ａ
（
１
時
間
13
分
18
秒
）

　
12
月
10
日
、
豊
後
二
見
ヶ
浦
（
佐
伯
市
上
浦
）

で
大
し
め
縄
の
張
替
え
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
さ
約
65
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
２
ト
ン
の
大

し
め
縄
。
こ
の
し
め
縄
の
わ
ら
は
東
雲
小
（
佐

伯
市
）
と
荻
小
の
子
ど
も
達
が
５
月
に
田
植
え
、

10
月
に
稲
刈
り
体
験
し
た
わ
ら
が
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
日
は
荻
か
ら
も
約
35
人
の
方
が
し

め
縄
づ
く
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
の
絆
を
結
ぶ

第
77
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会

豊
後
二
見
ヶ
浦

立
派
な
し
め
縄
が
で
き
ま
し
た

↑全力で駆け抜ける１区の皆さん

↑製作から張替えを、総勢
約500人で大しめ縄を完
成させました

高齢者肺炎球菌予防接種
～令和６年度から定期接種対象者が変わります～

第９期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）に対するパブリックコメントを募集します

令和５年４月1日～令和６年３月31日まで定期接種（助成）の対象になる方

　令和６年度からの対象者は、①65歳の誕生日を迎える人②60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸
器の機能のいずれかに日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある方やヒト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある方となります。今年度対象の方は、今年度を逃
すと定期予防接種として助成を受けることができません。ご希望の方は今年度中に接種ください。（これま
でに肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある方は対象外です）

　本市では、令和６年度から令和８年度を計画期間とする第９期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の
策定に取り組んでいます。本計画の基本理念である「やすらぎと安心に満ちた支えあうくらしづくり
（仮）」の実現を目指し、高齢者の保健福祉に関する施策を総合的に推進するため、この計画を広く市
民の皆様に周知するとともに意見の公募を実施します。
　 竹田市民、竹田市内で介護保険事業所を運営する法人または竹田市内の介護保険事業所の従業者等
募集期間　１月15日㈪～１月29日㈪（予定）
閲覧場所　高齢者福祉課、各支所市民係、市公式ホームページ
※詳細な日程、提出方法は決まり次第、ホームページ・ケーブルテレビ・告知放送等でお知らせします。

65歳
70歳
75歳
80歳

昭和33年４月２日～昭和34年４月１日生
昭和28年４月２日～昭和29年４月１日生
昭和23年４月２日～昭和24年４月１日生
昭和18年４月２日～昭和19年４月１日生

昭和13年４月２日～昭和14年４月１日生
昭和 ８年４月２日～昭和 ９年４月１日生
昭和 ３年４月２日～昭和 ４年４月１日生
大正12年４月２日～大正13年４月１日生

85歳
90歳
95歳
100歳

60歳以上65歳未満　心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能のいずれかに日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある方

学校給食あじわいだより １月24日～ 30日は「全国学校給食週間」

高齢者福祉課介護保険係　☎63-4809　FAX64-0133

対

問

　お
父
さ
ん

お
父
さ
ん

そ
れ
は
僕
の
家
族

自
慢

誇
り

そ
し
て
、
心
の
拠
り
所

昔
は
、
お
父
さ
ん
が
怖
く
て
苦
手
だ
っ
た

で
も
、
成
長
し
て
い
く
に
つ
れ
て

怖
く
は
な
く
な
っ
た

怖
か
っ
た
の
は

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
し
て

怒
ら
れ
た
か
ら

で
も
今
は
何
回
も
何
回
も

怒
ら
れ
た
お
か
げ
で

し
て
も
い
い
こ
と
、
い
け
な
い
こ
と
の

区
別
が
つ
く

今
は
と
て
も
大
好
き
だ

あ
の
怒
り
は
僕
の
た
め
の
怒
り
だ
と
い
う
こ
と
に

気
が
つ
い
た

お
父
さ
ん
の
本
当
の
優
し
さ

気
が
つ
い
た

お
父
さ
ん
の
お
か
げ
で

今
、
正
し
い
道
を
歩
め
て
い
る

お
父
さ
ん
は
物
知
り
で
色
々
な
事
を

教
え
て
く
れ
る

相
談
に
乗
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
く
れ
る

こ
ん
な
に
い
い
父
を
も
っ
た
僕
は
幸
せ
者
だ

い
つ
か
大
人
に
な
っ
た
ら
恩
返
し
を
す
る

そ
し
て
、
い
つ
か

こ
ん
な

優
し
く

偉
大
な
父
に

僕
も
な
り
た
い

令和５年12月号５ページで掲載しました「お父さん」の作品の一部が脱字していました。
訂正してお詫び申し上げます。

　戦後、昭和21年度に学校給食が再開されたことを記念して１月24日か
ら30日を「全国学校給食週間」とされています。本市では、昭和22年に
竹田小学校でミルクとおかずの給食が始まりました。
　最近では子どもたちの食生活を取り巻く環境が大きく変化する中、学校
給食は食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身につけることや地域の
旬の食材をできるだけ取り入れ、郷土料理を経験できるように努めていま
す。お正月は、お雑煮、お節料理を家族みんなで食べながら新年をスター
トしましょう。 （文責　久住小学校　栄養教諭　足立 英子）

↑鏡開きの日の献立（久住調理場実施分）
ごはん、牛乳、お雑煮、松風焼、紅白
サラダ・ほとんど市内産の野菜です

「
佐
藤
　義
美
賞
」

竹
田
南
部
中
学
校
３
年

昆
　
祥
太
朗

　

11
月
３
日
、
竹
田
市
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
で
第
20
回

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
荻
愛
育
保
健
推
進
員
会
主
催
で
行
わ
れ
、
33
人
の
方
か

ら
54
個
の
か
ぼ
ち
ゃ
が
出
品
さ
れ
大
き
さ
や
色
つ
や
で
審

査
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
主
な
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
賞

吉よ
し
野の　
光こ
う
一い
ち
（
荻
・
藤
渡
）　
57・９
㎏

大お
お

森も
り　

秀し
ゅ
う

一い
ち

（
荻
・
西
福
寺
）
55・３
㎏

古ふ
る

澤さ
わ　
幸ゆ
き

元も
と

（
竹
田
・
古
賀
）
53・８
㎏

今
年
で
20
回
目

荻
地
域
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会

↑当日出席された受賞者の皆さん
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問：問合先　日：日時　場：場所　定：定員　対：対象　料：料金　申：申込　期：期間　持：持ち物　申期：申込期限
※新型コロナウイルス感染予防の観点から、行事が中止・延期となる場合があります。

木　Thu 金　Fri 土　Sat

※空いているスペースは、皆さんの予定を入れてご利用ください。

4 5
・	第１回竹田市農業委員会
総会15：00～
　（本庁舎３階委員会室）

6
・	冬の風景写真展示［～31
日］（竹田創生館）

　問竹田創生館 ☎62-4100

11 12
・豊肥家畜市場〔子牛〕
　９：30～せり開始
　（豊後豊肥家畜市場）

13
・たけのこ文庫のおはなし会
　15：00～15：30
　（竹田市立図書館）
・令和６年竹田市消防出初式
　10：30～
　（竹田丸福陸上競技場）

18 19 20
・	竹田学（石塔）9：00まで
に市役所駐車場集合
　※参加費500円
　問竹田創生館 ☎62-4100

25 26 27

１月の行政なんでも相談 OITAえんむす部
出会いサポートセンター
大分県が行う結婚応援
プロジェクト！！
「出会いのきっかけがほ
しい」と思うあなた、
まずは入会して
みませんか。

地域 相談日 時間 開 催 場 所
荻

17日㈬
10:00
～
正午

荻公民館幼児室
竹田 竹田市総合社会福祉センター
久住 久住支所１階会議室
直入 直入支所小会議室

［竹田］後藤惟稔　　　　　　［久住］荒巻英俊☎76-1312
［ 荻 ］佐藤孝幸☎68-3510［直入］兒玉龍明☎75-2426
問大分行政監視行政相談センター（きくみみ大分）☎097-533-1100 公式HP

主な施設の休館日等
◎グランツたけた（毎週月曜日）

◎佐藤義美記念館（毎週月曜日）

◎竹田市歴史文化館・由学館	
（毎週木曜日）	
１月１日㈪～１月４日㈭

◎竹田温泉花水月（毎週木曜日）	
５日㈮は休館します。

◎荻の里温泉（毎週月曜日）	
※１日、８日は営業します。�
　４日㈭、９日㈫は休館します。

◎陽目の里「名水茶屋」	
３月下旬まで冬季休業�
※�宿泊はオンラインでのみ�
受付可

◎長湯温泉療養文化館「御前湯」	
（毎月第３水曜日）

◎長湯おんせん市場	
（毎月第３水曜日）

よりそいカフェ
よりそいカフェは認知症の人や
その家族、地域住民らが気軽に
交流できる場所です。
◎竹田
日４・18日㈭	10：00-11：30
場みんなのいえ「カラフル」

◎荻
日16・23日㈫	10：00-12：00
場荻「しらみず」

◎久住
日11・25日㈭	10：00-12：00
場久住「りんどう」

◎直入
日26日㈮	13：00-15：00
場直入「ゆのはな」

◎竹田北部
日18・25日㈭	９：30-11：30
場竹田市双城高齢者コミュニ
ティセンター

◎竹田南部「あけぼの」
日10日㈬	10：00-12：00
場入田分館
日17日㈬	10：00-12：00
場宮砥分館
日23日㈫	10：00-12：00
場あ祖母学舎

問高齢者福祉課	☎63-4809

納期限のお知らせ
１／31㈬
・国民健康保険税（10期）

広報たけた  令和６年１月号 12



たけたんカレンダー
令和６年
2024年

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed

農業委員会事務局農地係からのお知らせ	農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です。
（15日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）。　問農業委員会事務局　☎63-4815

１月

月間・その他
○「はたちの献血」キャンペーン	
（１／１～２／29）
○成人の日（１／８）
○防災とボランティア週間	
（１／15～21）
○全国学校給食週間	
（１／24～30）
○文化財防火デー（１／26）

1　元日 2 3

7
・	令和６年竹田市二十歳の
集い13：00～
　（グランツたけた）

8　成人の日 9 10

14 15 16 17
・年金相談（完全予約制）
　10：00～15：00
　	（竹田市高齢者いきいき交
流センター）問日本年金
機構大分年金事務所
　☎097-552-1211

21 22
・豊肥家畜市場〔成牛〕
　９：30～せり開始
　（豊後豊肥家畜市場）

23 24

28 29 30 31

2024年１月発行13



※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

歯科休日当番医院

小児科外来休日当番医院
豊後大野市民病院 ☎0974-42-3121
みやわき小児科 ☎0974-24-0230
三重東クリニック ☎0974-22-6333

注意事項

受付時間 平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
日曜、祝日　9：00～21：00

・かかりつけの病院がある場合は、できるだ
けそこで診てもらうようお願いします。
・当番医院は、やむを得ず変更される場合が
あります。必ず事前に症状などを電話で連絡
したうえで受診してください。
※当番医院の情報については、変更になる場合があります。最新の情報は、ケーブルテレビのデー
タ放送「休日当番医」をご覧いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関して
は、小児科外来休日当番医院を受診してくだ
さい。

問
問
問

受付時間　医療機関によって異なりま
すので、あらかじめ医療機関に電話等
でお問い合わせください。
診療時間　9：00～12：00

診療時間
9：00～12：00
（受付11：30まで）

※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用
意された約束処方となることがありますの
で、ご了承ください。

※当番医療機関については、やむを得ず変更
になる場合があります。

※毎月の当番表については、各医療機関の院
内に掲示するほか、「おおいた医療情報ほっ
とネット」で公開しています。

https://iryo-joho.pref.oita.jp/srh_toban.html
※竹田市立こども診療所は休診しています。再開が決定次第、市公式ホームページでお知らせします。

※当番医の情報に
ついては、大分
県歯科医師会の
ホームページで
も確認すること
ができます。

第32回

知って 受けよう
がん検診

保
険
健
康
課
　
☎
63-

４
８
１
０

問

日本人が一生のうちにがんと診断される確率は

日本人ががんで死亡する確率は

竹田市のがん発見数（R３年度がん検診受診者）

男性65.5％（２人に１人）
女性51.2％（２人に１人）

男性26.2％（４人に１人）
女性17.7％（６人に１人）

胃がん３人　肺がん８人　大腸がん１人
子宮がん０人　乳がん１人

※国立研究開発法人国立がん研究センター資料

生
涯
で
が
ん
に
か
か
る
の
は
２
人
に
１
人

　
が
ん
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
身

近
な
病
気
で
す
。

が
ん
検
診
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

〇「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
で

80
％
以
上
が
治
癒
で
き
ま
す
。

（
が
ん
の
種
類
に
よ
る
）

〇「
早
期
が
ん
の
発
見
」
で
治
療
期

間
も
短
く
済
み
、
身
体
的
、
経
済

的
、
時
間
的
負
担
が
少
な
く
て
済

み
ま
す
。

〇
が
ん
以
外
の
病
気
も
見
つ
か
る
こ

と
が
あ
り
、
治
療
に
結
び
付
け
ら

れ
ま
す
。

 

デ
メ
リ
ッ
ト

〇
が
ん
の
大
き
さ
や
場
所
に
よ
り
見

逃
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

〇
結
果
的
に
不
必
要
な
治
療
や
検
査

を
行
う
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う

　
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
メ

リ
ッ
ト
が
上
回
り
、
命
を
守
る
た
め

に
受
け
る
べ
き
が
ん
検
診
が
国
に
よ

り
５
つ
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
が
推
奨
す
る
５
つ
の
が
ん
検
診

は
、
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
で
、
１

月
28
日
㈰
の
今
年
度
最
後
の
地
区
巡

回
健
診
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
そ
の
他
県
内
５
か
所
の
健
診
セ
ン

タ
ー
で
は
２
月
29
日
㈭
ま
で
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検

診
の
場
所
な
ど

詳
し
く
は
こ
ち
ら
↓

受
け
た
ら
お
得
！
が
ん
検
診
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
応
募
し
よ
う

「
が
ん
検
診
」
を
受
診
し
、
２
人
１

組
で
応
募
す
る
と
抽
選
で
豪
華
賞
品

が
当
た
り
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
↓

※�お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります 健康コーナー

幼児健診

◎１歳６か月児健診
日１月10日㈬　午後１時～
◎３歳児健診
日１月25日㈭　午後１時～
◎５歳児健診
日２月８日㈭　午後１時～
場両日とも竹田市総合社会福祉センター
問 	竹田市子育て世代包括支援センター	
「すまいる」 ☎63-4823

健幸運動教室

日１月５日・12日・19日・26日㈮
場竹田市総合社会福祉センター
日１月９日・16日・23日・30日㈫
場直入公民館
※全会場とも午後１時30分～２時30分
問竹田総合インストラクター協会
　☎080-2776-5397

チャ

湯んなか体操ぷろぐらむ

日１月15日・22日・29日㈪　午後２時～３時
※	場所は長湯温泉クアハウスで行います。料金
は１人600円です。天候等で中止する場合が
ありますので、詳しくは市公式ホームページ
をご覧ください。

問竹田市温泉利用相談室 ☎75-3688
　（毎週水曜日・木曜日は定休日）

チャ

からだを知ろう会

　体組成・体力測定をしてみませんか？６歳以
上であればどなたでも参加できます。
日１月27日㈯　午前10時30分～11時30分
　　　　　　　（受付　午前10時～10時30分）
場竹田市直入Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
料無料
問竹田市温泉利用相談室 ☎75-3688
　（毎週水曜日・木曜日は定休日）

チャ

保健師健康相談日

日１月22日㈪　　場荻支所
日１月23日㈫　　場久住支所
日１月26日㈮　　場直入支所
※各会場ともに午後１時30分～３時
※相談日の前日まで要予約
問保険健康課 ☎63-4810

ホッ湯元気塾！室内運動ver.

　３月まで行う冬季限定の室内運動教室です。
講師が丁寧に楽しく教えます。予約は不要です。
日１月９日・16日・23日・30日㈫
　午前10時30分～11時40分
場竹田市総合社会福祉センター
問保険健康課 ☎63-4810

チャ

地区巡回健診

　今年度、最後の地区巡回健診になります。
日１月28日㈰　午前８時30分～10時30分
対今年度まだ健診を受けられていない方
場竹田市総合社会福祉センター
※	混雑緩和のため、受付の予約ができます。利
用希望の方は申込フォームよりお申し込みく
ださい。従来通り予約なしでも
受診できます。
※	託児あり（要予約）
問保険健康課 ☎63-4810 申込フォーム

75歳以上のみなさんへ 健康診査のお知らせ

　まだ健康診査を受けていない方は、早期発
見・治療のために年に１回の健康診査を受けま
しょう。受診券の有効期限は令和６年３月31
日㈰までです。医療機関等にご予約のうえ、受
診してください。
○持参するもの
　健康診査受診券（青色のハガキ）
　被保険者証
問大分県後期高齢者医療広域連合
　☎097-534-1771（代表）
　保険健康課　国保・高齢者医療係
　☎63-1111（内線172・178）

新型コロナワクチン接種に関するお知らせ

　無料で接種が受けられるのは３月までです。
生後６か月以上の方は接種を受けることができ
ます。接種を希望される方は、市公式ホーム
ページから予約サイトに入るか、下記窓口にご
連絡ください。
※	11歳以下の方の場合はお問い合わせください
問竹田市新型コロナワクチン接種相談窓口
　☎63-4840

チャは健康チャレンジの対象イベントとなります。
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歯科休日当番医院

小児科外来休日当番医院
豊後大野市民病院 ☎0974-42-3121
みやわき小児科 ☎0974-24-0230
三重東クリニック ☎0974-22-6333

注意事項

受付時間 平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
日曜、祝日　9：00～21：00

・かかりつけの病院がある場合は、できるだ
けそこで診てもらうようお願いします。
・当番医院は、やむを得ず変更される場合が
あります。必ず事前に症状などを電話で連絡
したうえで受診してください。
※当番医院の情報については、変更になる場合があります。最新の情報は、ケーブルテレビのデー
タ放送「休日当番医」をご覧いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関して
は、小児科外来休日当番医院を受診してくだ
さい。

問
問
問

受付時間　医療機関によって異なりま
すので、あらかじめ医療機関に電話等
でお問い合わせください。
診療時間　9：00～12：00

診療時間
9：00～12：00
（受付11：30まで）

※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用
意された約束処方となることがありますの
で、ご了承ください。

※当番医療機関については、やむを得ず変更
になる場合があります。

※毎月の当番表については、各医療機関の院
内に掲示するほか、「おおいた医療情報ほっ
とネット」で公開しています。

https://iryo-joho.pref.oita.jp/srh_toban.html
※竹田市立こども診療所は休診しています。再開が決定次第、市公式ホームページでお知らせします。

※当番医の情報に
ついては、大分
県歯科医師会の
ホームページで
も確認すること
ができます。

第32回
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日本人が一生のうちにがんと診断される確率は

日本人ががんで死亡する確率は

竹田市のがん発見数（R３年度がん検診受診者）

男性65.5％（２人に１人）
女性51.2％（２人に１人）

男性26.2％（４人に１人）
女性17.7％（６人に１人）

胃がん３人　肺がん８人　大腸がん１人
子宮がん０人　乳がん１人

※国立研究開発法人国立がん研究センター資料
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問：問合先　日：日時　場：場所　定：定員　対：対象　料：料金　申：申込　期：期間　申期：申込期限

１月の休日及び夜間の在宅当番医院

当 番 日 医 療 機 関
1／		1㈪ 豊後大野市民病院
1／		2㈫ 豊後大野市民病院
1／		3㈬ 豊後大野市民病院
1／		6㈯ みやわき小児科・三重東クリニック
1／		7㈰ 豊後大野市民病院
1／		8㈪ 豊後大野市民病院
1／13㈯ みやわき小児科・三重東クリニック
1／14㈰ 豊後大野市民病院
1／20㈯ みやわき小児科・三重東クリニック
1／21㈰ みやわき小児科
1／27㈯ みやわき小児科・三重東クリニック
1／28㈰ 豊後大野市民病院
2／		3㈯ みやわき小児科・三重東クリニック
2／		4㈰ 豊後大野市民病院

当 番 日 医 療 機 関 電 話 番 号
1／		1㈪ 長湯ごとう歯科（直入町長湯） ☎0974-75-3001
1／		2㈫ 陽だまり歯科医院（野津町野津市北町）☎0974-32-7864
1／		3㈬ 竹下歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-62-2662
1／		7㈰ 芦刈歯科クリニック（野津町野津市）☎0974-32-7700
1／		8㈪ 歯科筑紫医院（久住町久住） ☎0974-76-0024
1／14㈰ 朝地町アルファ歯科医院（朝地町坪泉）☎0974-72-1032
1／21㈰ 長湯ごとう歯科（直入町長湯） ☎0974-75-3001
1／28㈰ つばさ歯科（三重町市場） ☎0974-22-6262
2／		4㈰ 竹田市荻町歯科診療所（荻町馬場） ☎0974-68-3263
2／11㈰ 岩田歯科クリニック（野津町野津市）☎0974-32-7220

当番日 医 療 機 関 電 話 番 号
1㈪ 竹田医師会病院 63-3241
2㈫ 大久保病院 64-7777
3㈬ 竹田医師会病院 63-3241
4㈭ 須小耳鼻咽喉科 63-3387
5㈮ 久住加藤医院 76-0008
6㈯ 大久保病院 64-7777
7㈰ 竹田医師会病院 63-3241
8㈪ 大久保病院 64-7777
9㈫ 加藤内科医院 63-2006
10㈬ 大久保病院 64-7777
11㈭ くどう循環器科・内科 63-2304
12㈮ 安西皮膚科 63-3232
13㈯ 竹田医師会病院 63-3241
14㈰ 大久保病院 64-7777
15㈪ 道全内科 63-2270
16㈫ 志賀内科 63-2083
17㈬ 竹田医師会病院 63-3241
18㈭ 柚須医院 63-2016
19㈮ 竹田クリニック 64-9000
20㈯ 大久保病院 64-7777
21㈰ 竹田医師会病院 63-3241
22㈪ 道全内科 63-2270
23㈫ 志賀内科 63-2083
24㈬ 大久保病院 64-7777
25㈭ 竹田診療所 62-4014
26㈮ 加藤病院 63-2338
27㈯ 竹田医師会病院 63-3241
28㈰ 大久保病院 64-7777
29㈪ 道全内科 63-2270
30㈫ 志賀内科 63-2083
31㈬ 秦医院 63-2246
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※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

※�お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります たけたんインフォ

司法書士無料法律相談会

　土地・建物等の売買・贈与・相続・住所氏名変更
等の登記の相談、会社・組合・その他の法人の設
立・役員変更・解散等の登記の相談会を開催しま
す。お気軽にご利用ください。
日１月27日㈯　午前９時～正午
場竹田市中央公民館竹田分館
問大分県司法書士会豊肥支部 ☎63-1400

マイナンバーカード申請等の 
臨時窓口を開設

　マイナンバーカード申請に関する手続きのほ
か、カードの交付及び電子証明書・カードの更
新手続きについて下記の日程で受け付けます。
日１月13日㈯　午前９時～正午
場本庁１階市民課
問市民課市民係 ☎63-4804

マイナンバーカードの受け取り

　支所での受け取りを希望の方は事前
に予約が必要です。
問市民課市民係　 ☎63-4804
　荻支所市民係　 ☎68-2211
　久住支所市民係 ☎76-1111
　直入支所市民係 ☎75-2211

マイナンバーカード出張申請を行っています

　マイナンバーカードの申請等手続き
を市内各地に出向き行っています。事業
所・自治会・サークル・趣味の集まり、個
人宅にもお伺いしますのでお申し出ください。
申請写真の撮影は無料で行っています。
※	申請受付は本庁、荻支所、久住支所、直入支
所でも行っております。

問市民課市民係 ☎63-4804

第３回危険物取扱者試験

日①３月 ３日㈰　午前10時～（乙４のみ）
　②３月10日㈰　午前10時～（乙４のみ）
場①大分大学
　②中津東高校、日田林工高校
受付期間　電子申請は１月13日㈯～22日㈪
　　　　　書面申請は１月16日㈫～25日㈭
願書配布場所　県内各消防本部
詳細については下記までお問い合わせください。
問一般財団法人消防試験研究センター大分県支部
　☎097-537-0427 大分公証人合同役場出張無料相談会

　相続争いを防ぐための遺言や、将来認知症に
なったときに自己の財産の管理や身上監護をし
てくれる後見人を自ら指定する任意後見契約な
ど、自己や家族の生活を守ってくれる公正証書
の作成について、無料相談会を開催しています。
日１月６日㈯・２月３日㈯　午前10時～正午
場竹田市総合社会福祉センター　※予約制
申・問大分公証人合同役場 ☎097-535-0888

猫に関する相談が増えています

　最近、近所に猫が住み着いて困る・捕獲して
ほしいとの相談を多く受けます。猫は愛護動物
であり、市役所や保健所が捕獲・駆除をするこ
とはできません。虐待に当たる行為は絶対にし
ないでください。法律で罰せられます。
　猫による糞尿被害等を減らすため、猫を寄せ
付けない方法を紹介します。
⃝においで猫を遠ざける
⃝構造物による侵入防止
⃝機器を用いる
※	詳細については上記ホームページ
をご覧になるか下記までお問い合わせください。

問環境課 ☎63-4821

おおいた
動物愛護HP
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問：問合先　日：日時　場：場所　定：定員　対：対象　料：料金　申：申込　期：期間　持：持ち物　申期：申込期限

悩まずどんとこい労働相談週間

　解雇、賃金未払い、労働条件などの労使間ト
ラブル等の相談を無料で受付けます。秘密は厳
守されますので、お気軽にご相談ください。
相談期間　２月１日㈭～７日㈬
受付時間　	平日は午前９時から午後８時（来所

の受付は午後７時まで）、土日は午
前９時から午後５時（来所の受付は
午後４時まで）

相談方法
⑴	電話相談は
　☎097-536-3650（相談専用ダイヤル）、
　または☎097-506-5251、☎097-506-5241
⑵	来所相談の場合は大分県労働委員会事務局ま
で事前にご連絡ください。

※	この期間以外でも、平日の午前９時から午後
５時まで労働相談を随時受け付けています。

問大分県労働員会事務局 ☎097-506-5241

確定申告はe-Taxが便利です。

　確定申告は、スマートフォンやパソコンと、
マイナンバーカードがあれば、e-Taxにより自
宅で作成・送信が可能です。
　なお、「確定申告書等作成コーナー」を利用
すれば、自動計算で確定申告書が作成できます。
　所得税の確定申告は下記の期間にお願いします。
期２月16日㈮～３月15日㈮
　※還付申告は１月でも提出可能です。
問竹田税務署調査部門 ☎63-3142

お正月期間中の発熱外来医療機関

医療機関 対象年齢 時間

１日㈪
道全内科
☎63-2270 小学生以上 午前９時

～11時
竹田医師会病院
☎63-3241 中学生以上 午後１時

～３時

２日㈫
道全内科
☎63-2270 小学生以上 午前９時

～11時
大久保病院
☎64-7777 中学生以上 午後１時

～３時

３日㈬
道全内科
☎63-2270 小学生以上 午前９時

～11時
大久保病院
☎64-7777 中学生以上 午後１時

～３時

※	受診の際は必ず事前に医療機関へ連絡してく
ださい。
※	対象年齢未満の受診は、小児科外来休日当番
医院（15ページに記載）を受診してください。

問保険健康課 ☎63-4810

令和６年 竹田市二十歳の集いを開催します

　今年度20歳になる方を対象に、二十歳の集
いを開催します。
日１月７日㈰　午後１時～　場グランツたけた
対 	平成15年４月２日～平成16年４月１日まで
に生まれた人で市内在住及び市内中学校を卒
業し学業や就職等で市外に在住されている人

※	対象者の方には、11月下旬に案内を発送し
ています。
※	当日、参加者の記念撮影を行います。希望者
には１枚1,200円でお渡しします。

問生涯学習課 ☎63-4817

大分県交通事故巡回相談

日１月25日㈭　午前10時～午後３時
場豊肥振興局　料無料　※要予約
申・問豊肥振興局 ☎63-1171

行政書士相談会

日１月17日㈬　午後１時30分～４時30分
場 J：COMホルトホール大分403会議室
料無料　※要予約
申・問大分県行政書士会事務局
　 　☎097-537-7089　FAX	097-535-0622
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※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

※�お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります たけたんインフォ

20歳になったら国民年金

　国民年金は、老後の暮らしをはじめ事故など
で障がいを負ったときや、一家の働き手が亡く
なったときに、みんなで暮らしを支え合う制度
です。
　20歳になった方に、日本年金機構から国民
年金に加入（厚生年金加入者は除きます）した
お知らせと「基礎年金番号通知書」が送付され
ます。納付の確認や将来年金を受け取る際に必
要ですので大切に保管してください。
※	厚生年金保険の被保険者だった方、障害・遺
族年金を受給している方（していた方）には
お送りしません。
※	国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合
は、保険料の納付が免除または猶予される制
度があります。詳しくは、下記までお問い合
わせください。

問大分年金事務所国民年金課 ☎097-552-1211

JR豊後竹田駅改修のお知らせ

　JR豊後竹田駅の待合室及び竹田観光案内所
の改修工事を行います。工事期間中は、両施設
の利用を休止させていただきます。皆様にはご
迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力いただ
きますようお願いします。詳細に
つきましては、市公式ホームペー
ジをご覧ください。
問商工観光課 ☎63-4807 市公式HP

令和６年度固定資産税（償却資産）
の申告をお願いします

　１月１日時点で所有している償却資産につい
て、申告することが法律で義務づけられていま
す。償却資産の所有者は、下記のとおり申告書
の提出をお願いします。また、申告書受理後、
地方税法にもとづいて実地調査・簡易調査を行
うことがありますので、ご協力をお願いします。
提出書類　	令和６年度償却資産申告書（１部）	

令和６年度種類別明細書（１部）
提出期限　１月31日㈬
提 出 先　税務課資産係または各支所
問税務課資産係 ☎63-1111（内線127）

『発酵文化セミナー』映画「千年の一滴 
だし しょうゆ」上映会＆トークライブ

　日本の伝統に息づく発酵の面白さ、奥深さを
映画＆トークを交えて、発酵デザイナーの小倉
ヒラクさんと味わい尽くしましょう！ 展示販
売コーナーには竹田の発酵食が大集合します。
日１月24日㈬　午後１時～６時
　映画　午後２時～　トーク　午後３時50分～
場グランツたけた
料竹田市民無料（市外在住1,000円）
　託児無料（要申込・市外在住500円）
問保険健康課 ☎63-4810 申込フォーム

第35回豊の国ねんりんピック 
「シルバーふれあい短歌・俳句・川柳展」 
作品募集

　５月14日㈫～19日㈰に開
催される、豊の国ねんりん
ピック「シルバーふれあい
短歌・俳句・川柳展」の作品
を募集します。
募集資格　60歳以上の方
作　　品　	出品者個人が創作し未発表のもの	

短歌１首、俳句２句、川柳２句
募集部門　	短歌、俳句、川柳（ただし、川柳は

課題を設け「笑う」とする。）
応募方法　	高齢者福祉課、各支所に備え付けの

出品ハガキを提出
期１月１日㈪～31日㈬　料無料
申・問高齢者福祉課 ☎63-4809

広報たけた  令和６年１月号 18



問：問合先　日：日時　場：場所　定：定員　対：対象　料：料金　申：申込　期：期間　持：持ち物　申期：申込期限

地元で働いてみませんか？（12月14日現在）

ふるさと求人情報
［フルタイム］
1 臨床工学技士 １人 17.6～24.6万円
2 窓口業務 １人 15.4万円
3 定期清掃作業員 １人 16～18万円
4 機材センター管理職 １人 20～26万円
5 番組制作企画・撮影・編集等 １人 16.8～18.9万円
6 生コンパッチャー １人 20.7万円
7 製造スタッフ １人 15.7～20.5万円
8 歯科助手 １人 16.7～17.6万円
9 ビール販売営業 １人 17万円
10 調理見習 １人 16～20万円
11 管理栄養士 １人 18.1～28万円
12 職業指導員 １人 15.5万円
［パート］
13 ケアワーカー １人 900～1,000円
14 受付事務員 １人 900円
15 事務・接客・館内清掃 ２人 900円
16 洋食調理補助 １人 910円
17 ダスキン商品レンタル販売 １人 950円
18 野菜つけ物工 ３人 941円
19 弁当製造・販売 １人 1,000～1,100円
20 事務業務 １人 930円
21 事務補助 ６人 1,000～1,020円
22 送迎ドライバー及び施設管理２人 1,000円
23 介護補助員 ２人 937円
24 ガソリンスタンド販売員 ３人 900～1,300円
※	この求人情報には、掲載後の採用・内定など
で取り消された求人や求人内容が変更された
求人もありますのでご了承願います。

問竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

市営住宅の入居者を募集します

１．公営住宅
地域 住 宅 名 備　考
竹田 下矢倉団地 世帯

荻
桜住宅 単身可
栄住宅 世帯

久住
桐迫住宅

世帯
単身可

田向住宅 単身可
池の口住宅 世帯

直入 芹川団地 世帯

２．特定公共賃貸住宅
地域 住 宅 名 備　考

竹田

七里団地　Ｅ棟 世帯
七里団地　Ｆ棟 単身のみ
七里第２団地　Ａ棟 世帯
七里第２団地　Ｂ棟 単身のみ

久住 白丹住宅 世帯
直入 ドイツ村住宅 世帯

※	詳しくは住宅管理センターへお問い合わせく
ださい。
３．若者定住促進住宅
地域 住 宅 名 備　考

竹田 君ヶ園ハイツ 単身のみ
（40歳以下）

※	詳しくは建設課庶務
係へお問い合わせく
ださい。
※	募集住宅に変更が
ある場合がございま
す。詳細は大分県住
宅供給公社のホームページをご覧ください。
■申込方法
　竹田市住宅管理センターに備えつけの入居申
込書に必要事項を記入のうえ、提出してくださ
い。
※	入居資格には所得等の条件があります。ま
た、詳しい内容についてはお問い合わせくだ
さい。

問竹田市住宅管理センター ☎63-4400
　建設課庶務係 ☎63-1111（内線242）

竹田市営住宅

線路沿線の倒木災害防止のお願い

　近年、木が線路内に倒れ込んで設備を破損し
たり列車運行の妨げとなる事象が発生していま
す。線路近くの所有地で木を伐採される際や、
切った木が線路内へ倒れ込んだり、のり面上部
より落ちそうな作業を行われる際
はJR九州へご相談ください。詳細
についてはJR九州ホームページを
ご覧ください。
問 JR九州大分工務所 ☎097-513-5853

JR九州HP
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図書館へ
行こう!
１月号

L e t ' s   g o   t o   t h e  l i b r a r y

司書おすすめ
の一冊

「私労働小説 ザ・シット・ジョブ」
一般書

［KADOKAWA］ブレイディみかこ

「豊後南画名品展」
豊後南画SAIKO会　編集・発行

「うさぎたんていミミ」
［ひかりのくに］飯島　敏子　原作／いもと　ようこ　文・絵

児童書

　明けましておめでとうございます。また新しい１年が始まります。かつ
てないほどずっと暖かかった2023年でしたが、今年はどんな年になるで
しょうか。図書館は４日㈭から開館しております。どんな時でも寄り添う
一冊を届けられるように、皆さんの来館をお待ちしております。

　働く「当事者」が自分たちの仕事を
自虐的に指す言葉「シット・ジョブ－
くそみたいに報われない仕事－」。社会
に欠かせぬ仕事ほど低賃金、重労働と
低く扱われる現代社会において、自分
自身が人間として低い者になっていく
感覚があると、人は自分を愛せなく
なってしまう……。数多のシット・ジョ
ブを経験してきた著者が「他者のケア
をする仕事」を軸に、稀代の筆力で熱
く綴った初の自伝的労働小説です。

　『豊後南画を日本遺産に』という大
きな目標を立てて開催された特別企
画展の南画が収められています。田
能村竹田をはじめとする大分県ゆか
りの画人の貴重な作品をぜひご覧く
ださい。

　冬のさむい朝、うさぎたんて
いミミは、ねこさんがなくして
しまった赤いてぶくろを探しは
じめました。雪のなかを探して
いると、いろいろな赤いものに
出会います。ついに見つけたと
思ったら、なぜかてぶくろが勝
手に動いていて…。いもとよう
こさんの可愛らしい絵が素敵
な、やさしくてあたたかい気持
ちになれる絵本です。

蔵書点検のお知らせ
　蔵書点検に伴い、１月22日㈪～ 26日㈮の期間、竹田市立
図書館及び荻駅交流館図書室・久住図書室・直入図書室は全
館休館いたします。ご不便をおかけしますが、ご理解をお願
いいたします。

郷土の本

今月の読み聞かせ

開館のご案内

おはなしひろば 毎週火曜日 10：30～11：00
おはなしルーム　竹田幼稚園 １月11日㈭ 14：00～14：30
　　　　　　　　南部幼稚園 １月18日㈭ 14：00～14：30
たけのこ文庫のおはなし会 １月13日㈯ 15：00～15：30

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間 午前10時～午後６時／休館日 月曜日・第４金曜日
荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間 午前10時～午後６時／休館日 土・日・祝日等
久住図書室（TEL 76-0717 ／ FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211 ／ FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時／休館日 土・日・祝日等

他300冊ほど入りました。

新刊のご案内
【一般書】

【児童書】

・なれのはて［講談社］
・歌われなかった海賊へ［早川書房］
・黒い絵［講談社］
・照子と瑠衣［祥伝社］
・アボカドの種［角川文化振興財団］
・70歳のウィキペディアンー図書館の魅力を語るー［郵研社］

・一冊でわかる平安時代［河出書房新社］
・エッセンシャルワーカー ー社会に不可欠な仕事なのに、
なぜ安く使われるのかー［旬報社］
・小川糸さんの春夏秋冬を味わうシンプルな暮らし［扶桑社］
・中高生の陸上競技ーマンガ×動画×写真で３倍よく
　わかる！ー［ベースボール・マガジン社］

・セカイの千怪奇１　幽霊屋敷レイナムホール［岩崎書店］

・エビフライのしっぽたべようクラブ［文研出版］

・いまにヘレンがくる［偕成社］

・大ピンチ！解決クラブ（１）時間の使い方　［KADOKAWA］

・大人になってこまらないマンガで身につく呼吸法［金の星社］

・さようなら、捨て犬・未来［岩崎書店］

・ぼっち現代文－わかり合えない私たちのための
  〈読解力〉入門－［河出書房新社］
・まっしろしろくま［PHP研究所］
・そんなこともしらないの？［フレーベル館］
・まるごとうちゅうカレー［PHP研究所］

加藤　シゲアキ
逢坂　冬馬
原田　マハ
井上　荒野
俵　万智

門倉　百合子
大石　学

田中　洋子

花谷　昴

木滝　りま　作／太田　守信　作／先崎　真琴　絵

平田　昌広　作／平田　景　絵

メアリー・ダウニング・ハーン

川島　隆太　監修／しゅがお　キャラクターデザイン

小林　弘幸　監修／大野　直人　マンガ・イラスト

今西　乃子　著／浜田　一男　写真

小池　陽慈
柴田　ケイコ

パク　ジョンソプ

チョー　ヒカル

問

　本市では空き家バンク登録に伴う補助金や、市内に新築または民間賃貸住宅の建設に対し補助制度があ
ります。空き家バンクの登録や市内に新築住宅・民間賃貸住宅の建設を検討している方はご相談ください。

受付期間　（土・日・祝を除く）
　　　　　１月15日㈪～２月29日㈭　県内の建設業者
　　　　　２月 １日㈭～２月29日㈭　県外の建設業者及び建設コンサルタント等

　※郵送または信書便での申請の場合は２月29日㈭消印まで有効。
　　封筒に「競争入札参加資格審査申請書在中」と朱書きするとともに、受付票送付用の返信用
封筒（宛名明記・切手貼付）を同封のこと。

受付場所　竹田市役所　２階　契約検査室（〒878-8555　竹田市大字会々 1650番地）
有効期間　県内及び県外建設業者は２年間（令和８年３月31日まで）
　　　　　建設コンサルタント等は１年間（令和７年３月31日まで）
　　　　　※詳細につきましては、市公式ホームページをご覧になるかお問い合わせください。
電子入札の利用者登録について

　市では現在、電子入札を実施しています。そのため市が発注する入札に参加する場合には、
発注機関を「竹田市」とした利用者登録が必要になります。まだ登録が完了されていない事業
者は、ICカードを取得し、電子入札への登録の手続きを行ってください。

補助金に関すること　総合政策課まちづくり推進係　☎63-4801
空き家バンクに関すること　一般社団法人竹田市移住定住支援センター　☎63-1166

問 契約検査室　☎63-1111（内線228・229）

移住定住補助金制度のご案内

竹田市空き家バンク登録物件
整備事業補助金 空き家バンク成約奨励金

空き家の持主空き家の持主 移住者・市内在住者 個人・法人

定住促進住宅取得事業補助金
（新築建設補助）

民間賃貸住宅建設
促進事業補助金

空き家バンク登録前後の空き
家改修や環境整備に対し、必
要な経費を助成するために補
助金を支給

空き家バンクに登録していた物
件が、市外からの空き家バン
ク利用登録者と契約し、移住し
てきた場合に奨励金を支給

市内で住宅を新築または新築
建売住宅の購入に要する経費
を助成するために補助金を支
給

民間が市内で新たに賃貸住宅
建設をする場合に必要な経費
を一部助成

①竹田市内に空き家を有する方
②整備しようとする空き家を
竹田市空き家バンクに登録
することを確約した方また
は登録している方
③本市税を滞納していない方
※補助対象（１回限り）
①台所、風呂、洗面所、トイ
レ等の水回り及び関連する
設備の改修
②内装、屋根、外壁等の改修
③家財道具等の廃棄
④屋内の清掃

①空き家バンク登録者
②市外からの空き家バンク利
用登録者と売買契約または
賃貸借契約もしくは使用貸
借契約を行っていること

③空き家バンク利用登録者と
空き家の持主が３親等以内
の親族でないこと

④本市税を滞納していない方

①施主が45歳未満の方
②居住地の市区町村税等を滞
納していない方

③10年以上定住する方
④住宅の総床面積が80平方
メートル以上であること
⑤購入に要する経費が1,000
万円以上であること

①１棟につき、４戸以上の住
宅戸数を有するもの

②１戸当たりの床面積が、25
平方以上の住宅であるもの
（単身者向け）

③１戸当たり車１台以上の駐
車スペースが確保されてい
るもの（世帯向け）
④10年以上、賃貸住宅の用
に供するもの
⑤居住地の市区町村税等を滞
納していない方

⑥法人の役員または３親等以
内の親族を入居させるため
のものでないこと

着手前に申請が必要です。市内
業者で施工することが条件です。

空き家に対して１回限りの支
給です。

着手前に申請が必要です。 着手前に申請が必要です。

①１戸あたり25平方メートル
以上60平方メートル未満、
上限100万円

②１戸あたり60平方メートル
以上、上限150万円
（１棟当たり上限1,000万円）

概　要

対象者

ー２分の１ ー

10万円上限50万円
50万円

（市内業者で施工した場合は
100万円）

10分の１補助率

補助
金額

要　件

備　考

補助名

※詳細については下記までお問い合わせください。

戸別合併処理浄化槽設置工事の
競争入札参加希望者

農業集落排水処理施設にかかる
指定工事店の新規登録

・建設業許可通知書（管工事業）の写し
・県に提出した特例浄化槽工事業者届出書の写し

・排水設備指定工事店の登録申請書 生活排水係
（内線181・185）

項　目 提出書類 問い合わせ提出先
上記申請のほかに、上下水道課への申請が必要なものがありますのでご注意ください。

　令和６・７年度　竹田市工事等競争入札参加資格審査申請受付開始　

広報たけた  令和６年１月号 20



図書館へ
行こう!
１月号

L e t ' s   g o   t o   t h e  l i b r a r y

司書おすすめ
の一冊

「私労働小説 ザ・シット・ジョブ」
一般書

［KADOKAWA］ブレイディみかこ

「豊後南画名品展」
豊後南画SAIKO会　編集・発行

「うさぎたんていミミ」
［ひかりのくに］飯島　敏子　原作／いもと　ようこ　文・絵

児童書

　明けましておめでとうございます。また新しい１年が始まります。かつ
てないほどずっと暖かかった2023年でしたが、今年はどんな年になるで
しょうか。図書館は４日㈭から開館しております。どんな時でも寄り添う
一冊を届けられるように、皆さんの来館をお待ちしております。

　働く「当事者」が自分たちの仕事を
自虐的に指す言葉「シット・ジョブ－
くそみたいに報われない仕事－」。社会
に欠かせぬ仕事ほど低賃金、重労働と
低く扱われる現代社会において、自分
自身が人間として低い者になっていく
感覚があると、人は自分を愛せなく
なってしまう……。数多のシット・ジョ
ブを経験してきた著者が「他者のケア
をする仕事」を軸に、稀代の筆力で熱
く綴った初の自伝的労働小説です。

　『豊後南画を日本遺産に』という大
きな目標を立てて開催された特別企
画展の南画が収められています。田
能村竹田をはじめとする大分県ゆか
りの画人の貴重な作品をぜひご覧く
ださい。

　冬のさむい朝、うさぎたんて
いミミは、ねこさんがなくして
しまった赤いてぶくろを探しは
じめました。雪のなかを探して
いると、いろいろな赤いものに
出会います。ついに見つけたと
思ったら、なぜかてぶくろが勝
手に動いていて…。いもとよう
こさんの可愛らしい絵が素敵
な、やさしくてあたたかい気持
ちになれる絵本です。

蔵書点検のお知らせ
　蔵書点検に伴い、１月22日㈪～ 26日㈮の期間、竹田市立
図書館及び荻駅交流館図書室・久住図書室・直入図書室は全
館休館いたします。ご不便をおかけしますが、ご理解をお願
いいたします。

郷土の本

今月の読み聞かせ

開館のご案内

おはなしひろば 毎週火曜日 10：30～11：00
おはなしルーム　竹田幼稚園 １月11日㈭ 14：00～14：30
　　　　　　　　南部幼稚園 １月18日㈭ 14：00～14：30
たけのこ文庫のおはなし会 １月13日㈯ 15：00～15：30

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間 午前10時～午後６時／休館日 月曜日・第４金曜日
荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間 午前10時～午後６時／休館日 土・日・祝日等
久住図書室（TEL 76-0717 ／ FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211 ／ FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時／休館日 土・日・祝日等

他300冊ほど入りました。

新刊のご案内
【一般書】

【児童書】

・なれのはて［講談社］
・歌われなかった海賊へ［早川書房］
・黒い絵［講談社］
・照子と瑠衣［祥伝社］
・アボカドの種［角川文化振興財団］
・70歳のウィキペディアンー図書館の魅力を語るー［郵研社］

・一冊でわかる平安時代［河出書房新社］
・エッセンシャルワーカー ー社会に不可欠な仕事なのに、
なぜ安く使われるのかー［旬報社］
・小川糸さんの春夏秋冬を味わうシンプルな暮らし［扶桑社］
・中高生の陸上競技ーマンガ×動画×写真で３倍よく
　わかる！ー［ベースボール・マガジン社］

・セカイの千怪奇１　幽霊屋敷レイナムホール［岩崎書店］

・エビフライのしっぽたべようクラブ［文研出版］

・いまにヘレンがくる［偕成社］

・大ピンチ！解決クラブ（１）時間の使い方　［KADOKAWA］

・大人になってこまらないマンガで身につく呼吸法［金の星社］

・さようなら、捨て犬・未来［岩崎書店］

・ぼっち現代文－わかり合えない私たちのための
  〈読解力〉入門－［河出書房新社］
・まっしろしろくま［PHP研究所］
・そんなこともしらないの？［フレーベル館］
・まるごとうちゅうカレー［PHP研究所］

加藤　シゲアキ
逢坂　冬馬
原田　マハ
井上　荒野
俵　万智

門倉　百合子
大石　学

田中　洋子

花谷　昴

木滝　りま　作／太田　守信　作／先崎　真琴　絵

平田　昌広　作／平田　景　絵

メアリー・ダウニング・ハーン

川島　隆太　監修／しゅがお　キャラクターデザイン

小林　弘幸　監修／大野　直人　マンガ・イラスト

今西　乃子　著／浜田　一男　写真

小池　陽慈
柴田　ケイコ

パク　ジョンソプ

チョー　ヒカル

問

　本市では空き家バンク登録に伴う補助金や、市内に新築または民間賃貸住宅の建設に対し補助制度があ
ります。空き家バンクの登録や市内に新築住宅・民間賃貸住宅の建設を検討している方はご相談ください。

受付期間　（土・日・祝を除く）
　　　　　１月15日㈪～２月29日㈭　県内の建設業者
　　　　　２月 １日㈭～２月29日㈭　県外の建設業者及び建設コンサルタント等

　※郵送または信書便での申請の場合は２月29日㈭消印まで有効。
　　封筒に「競争入札参加資格審査申請書在中」と朱書きするとともに、受付票送付用の返信用
封筒（宛名明記・切手貼付）を同封のこと。

受付場所　竹田市役所　２階　契約検査室（〒878-8555　竹田市大字会々 1650番地）
有効期間　県内及び県外建設業者は２年間（令和８年３月31日まで）
　　　　　建設コンサルタント等は１年間（令和７年３月31日まで）
　　　　　※詳細につきましては、市公式ホームページをご覧になるかお問い合わせください。
電子入札の利用者登録について

　市では現在、電子入札を実施しています。そのため市が発注する入札に参加する場合には、
発注機関を「竹田市」とした利用者登録が必要になります。まだ登録が完了されていない事業
者は、ICカードを取得し、電子入札への登録の手続きを行ってください。

補助金に関すること　総合政策課まちづくり推進係　☎63-4801
空き家バンクに関すること　一般社団法人竹田市移住定住支援センター　☎63-1166

問 契約検査室　☎63-1111（内線228・229）

移住定住補助金制度のご案内

竹田市空き家バンク登録物件
整備事業補助金 空き家バンク成約奨励金

空き家の持主空き家の持主 移住者・市内在住者 個人・法人

定住促進住宅取得事業補助金
（新築建設補助）

民間賃貸住宅建設
促進事業補助金

空き家バンク登録前後の空き
家改修や環境整備に対し、必
要な経費を助成するために補
助金を支給

空き家バンクに登録していた物
件が、市外からの空き家バン
ク利用登録者と契約し、移住し
てきた場合に奨励金を支給

市内で住宅を新築または新築
建売住宅の購入に要する経費
を助成するために補助金を支
給

民間が市内で新たに賃貸住宅
建設をする場合に必要な経費
を一部助成

①竹田市内に空き家を有する方
②整備しようとする空き家を
竹田市空き家バンクに登録
することを確約した方また
は登録している方

③本市税を滞納していない方
※補助対象（１回限り）
①台所、風呂、洗面所、トイ
レ等の水回り及び関連する
設備の改修

②内装、屋根、外壁等の改修
③家財道具等の廃棄
④屋内の清掃

①空き家バンク登録者
②市外からの空き家バンク利
用登録者と売買契約または
賃貸借契約もしくは使用貸
借契約を行っていること

③空き家バンク利用登録者と
空き家の持主が３親等以内
の親族でないこと

④本市税を滞納していない方

①施主が45歳未満の方
②居住地の市区町村税等を滞
納していない方

③10年以上定住する方
④住宅の総床面積が80平方
メートル以上であること
⑤購入に要する経費が1,000
万円以上であること

①１棟につき、４戸以上の住
宅戸数を有するもの

②１戸当たりの床面積が、25
平方以上の住宅であるもの
（単身者向け）

③１戸当たり車１台以上の駐
車スペースが確保されてい
るもの（世帯向け）
④10年以上、賃貸住宅の用
に供するもの
⑤居住地の市区町村税等を滞
納していない方

⑥法人の役員または３親等以
内の親族を入居させるため
のものでないこと

着手前に申請が必要です。市内
業者で施工することが条件です。

空き家に対して１回限りの支
給です。

着手前に申請が必要です。 着手前に申請が必要です。

①１戸あたり25平方メートル
以上60平方メートル未満、
上限100万円

②１戸あたり60平方メートル
以上、上限150万円
（１棟当たり上限1,000万円）

概　要

対象者

ー２分の１ ー

10万円上限50万円
50万円

（市内業者で施工した場合は
100万円）

10分の１補助率

補助
金額

要　件

備　考

補助名

※詳細については下記までお問い合わせください。

戸別合併処理浄化槽設置工事の
競争入札参加希望者

農業集落排水処理施設にかかる
指定工事店の新規登録

・建設業許可通知書（管工事業）の写し
・県に提出した特例浄化槽工事業者届出書の写し

・排水設備指定工事店の登録申請書 生活排水係
（内線181・185）

項　目 提出書類 問い合わせ提出先
上記申請のほかに、上下水道課への申請が必要なものがありますのでご注意ください。

　令和６・７年度　竹田市工事等競争入札参加資格審査申請受付開始　
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グランツたけたからのお知らせ

グランツたけた　☎63-4837
ホームページ  https://www.city.taketa.oita.jp/glanz/

お問い合わせ

【共催】RENTARO室内オーケストラ九州

日　時　１月14日㈰ 13：30開場
　　　　　　　　　  14：00開演
会　場　キナーレ
入場料　無料（要整理券）
　　　　※こども達へ音楽を届けるための

募金へご協力お願いします。
整理券配布場所　グランツたけた窓口
　　　　　　　　OBS大分放送本社受付

1 21日

日　時　１月21日㈰ 13：30開場
　　　　　　　　　  14：00開演
出　演　宮谷理香（ピアノ）
会　場　廉太郎ホール
入場料　一般 3,000円、
　　　　高校生以下 1,000円
　　　　（全席指定／税込）
※未就学入場不可
　（託児サービスあり：１／ 11㈭〆切）
プログラム
　バッハ：イタリア協奏曲
瀧廉太郎：メヌエット、憾
加藤昌則：「荒城の月」によるピアノ作品

〈宮谷委嘱　初演〉
ショパン：幻想即興曲　Op.66

ポロネーズ　第６番　Op.53「英雄」

『宮谷理香ピアノ・リサイタル』
グランツ音楽館vol.４

竹田の人々との交流を経て
いよいよリサイタルを迎えます！

良席は
お早めに！

チケット
発売中！

往年の人気歌手がグランツたけたに集結！
宝くじ文化公演　歌園迎賓館

１ 14 日

2 11 日

グランツ・アートマネジメント講座

「地域における劇場の役割を学ぶ講座」

日　時　未定（決まり次第ホームページ等でお知らせします）
会　場　キナーレ
講　師　是永幹夫
参加料　無料

　講師に是永幹夫さんをお招きし、地域における劇場の役割を学ぶ講座
を開催します。
　どなたでも無料で受講できる講座です。

グランツ映画館“玉洗劇場”「ＲＲＲ」

日　時　３月９日㈯
　　　　10：00～／ 14：00～／ 18：00～
　　　　（３回上映／ 179分）
会　場　キナーレ
料　金　一般 1,000円、高校生以下 500円
　　　　10歳未満無料

3 ９ 土

　３月のグランツ映画館は、2022年公開のインド映画を上映します。
　多くの有名人が絶賛し、一大ブームを巻き起こした昨年話題のアク
ション超大作。迫力の大画面でお楽しみください。
（あらすじ）イギリス植民地時代のインド。ゴーンド族のビームは、軍に連

れ去られた少女を奪還すると誓う。そんな中、ある列車事故
をきっかけに、ビームは警察官ラージュと友情を育んでいく。

ニューイヤーコンサート2024
～トワイライト朗読会～

日　時　２月11日㈰ 15：30開場
　　　　　　　　　  16：00開演
会　場　キナーレ
入場料　一般 2,500円、
　　　　65歳以上 2,000円
　　　　（全席指定／税込）
出　演　太田裕美、庄野真代、
　　　　タケカワユキヒデ（ゲスト）

　ショパン国際ピアノコンクール入賞ピアニストの宮谷理香さんによるリ
サイタル。バッハ、ショパンなどの作品に加え、没後120年となる瀧廉太
郎のピアノ曲「メヌエット」「憾（うらみ）」を、
そして「荒城の月」をテーマにした世界初演
となるピアノ作品など、竹田オリジナルのプ
ログラムでお届けします。

　OBSアナウンサーと新春に贈る、音楽と
朗読のコラボレーション

大分県指定有形文化財『三宅山御鹿狩絵巻』
　岡藩では、３代藩主中川久清以降、軍事訓練も兼ねて藩主の権威を示す行事として藩主が岡にいる間に一度は鹿狩
を行う慣わしがありました。11代藩主中川久教は、文政２（1819）年４月５日と９日の２日間、三宅山（竹田市）で
鹿狩を行い、その行列の様子を絵巻として描かせました。完成した「三宅山御鹿狩絵巻」は全16巻、全長272ｍにな
ります。名前が記された644人をはじめ登場人物2,762人の顔つき、服装、持ち物等、詳細に描かれています。藩絵師
総がかりで約５年の歳月を費やして完成しました。
　今年は「三宅山御鹿狩絵巻」を作成した絵師の中心的な役割を担った淵野真斎の没後200年にあたることから、繊
細で精密な、力量の高さがわかる絵巻の全巻を、展示替えを繰り返しながら紹介いたします。県指定有形文化財でも
ある「三宅山御鹿狩絵巻」を、描かれている人物の思いについても想像しながら、じっくりとご覧ください。来館２
回目からは、ステッカーをプレゼントします。

令和５年度大分県文化財愛護功労者表彰

　11月14日、直入中学校において第72回竹田市中学
校日本語弁論大会が開催され、竹田市内４校の中学校
より11人の弁士が参加し、それぞれの思いや考えを
述べました。「保護犬を飼った経験から全ての生き物
の命について考えたこと」「家族との関係から、自分
の周りの人間関係を見つめ直した経験」等、どの弁論
も聞いている人々の心を揺さぶり、それぞれの行動や
生活を見直し、生き方やあり方を考える機会を与えて
くれるものでした。入賞者は次の４名です。

最優秀賞　竹田中学校　　　吳　 安捺さん
　　　　　「言葉の力」
　優秀賞　竹田南部中学校　得丸 凜花さん
　　　　　「誰かのために」
　優秀賞　竹田中学校　　　運天 貫大さん
　　　　　「空気読めよ！」
　優秀賞　直入中学校　　　阿南 真実さん
　　　　　「答えは私が見つける」

　後藤さんは、大分県文化財保護指導委員とし
て、「くじゅう山系のイヌワシ（国指定天然記
念物）」の観察と調査に30年以上携わり、大分
県の天然記念物の調査・保全に大きく貢献して
きました。この他、レッドデータブック調査員
や自然公園指導員も務めるなど、大分県の自然
保護にも尽力してきました。また、竹田市域に
生息する野鳥について、岡の里事業実行委員会
が発行する機関誌に今も寄稿を続けています。

　10月24日、大分県文化
財愛護功労者表彰式が行わ
れました。大分県教育委員
会教育長が表彰するもので
す。令和５年度は、本市の
後藤聡さん（竹田・吉田）
が表彰されました。

問　 竹田市歴史文化館　☎63-2200

第72回
竹田市中学校日本語弁論大会

令和5年度企画展 全巻みせます！

　３月３日㈰まで
　12月23日㈯～１月17日㈬１～４巻　１月19日㈮～１月31日㈬ ５～８巻
　２月２日㈮～２月14日㈬９～12巻　２月16日㈮～３月３日㈰13～16巻
　※各巻毎に、期間中、一部展示替えをおこないます。
　　１月11日、25日、２月８日、22日㈭
　竹田市歴史文化館・由学館「特別展示室ちくでん館」
　一般 500円　65歳以上 250円　小中学生 300円　未就学児無料
　各種障害者手帳提示者とその介護者１人は無料

期

場
料

こころの健康相談
１月12日・26日㈮  午後１時30分～３時30分
※相談日の前日午前中まで要予約
竹田市総合社会福祉センターまたは各支所
竹田市心の相談支援事業所 ☎63-3346

日

場
問
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太田裕美庄野真代 タケカワユキヒデ
（ゲスト）

ご とうあきら

昭和を代表するポップスの数々
をオーケストラの演奏とともに
お楽しみください。
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、
垣
田
幾
馬
父
子

が
生
涯
を
か
け
て
こ
の
事
業
に

取
り
組
ん
だ
。
幾
馬
は
父
小
八

郎
の
あ
と
を
継
ぐ
決
意
を
し
、

県
に
働
き
か
け
て
測
量
に
か

か
っ
た
。
ま
た
荻
柏
原
耕
地
整

理
組
合
（
現
荻
柏
原
土
地
改
良

区
）
を
組
織
し
て
水
利
権
の
獲

得
と
水
路
用
地
の
確
保
に
奔
走

し
た
。
し
か
し
、
水
利
権
の
問

題
や
工
事
費
の
工
面
、
さ
ら

に
「
東
の
天
竜
、
西
の
柏
原
・

荻
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
難
工

事
で
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
。

幾
馬
は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
、

荻
村
長
だ
っ
た
後
藤
哲
彦
ら
と

と
も
に
荻
・
柏
原
井
路
開
削
工

事
に
私
財
を
か
け
て
奮
闘
し

た
。
そ
の
結
果
、
大
正
15
年

（
１
９
２
６
）
11
月
、
父
子
二

代
40
年
の
苦
闘
が
実
っ
て
荻
・

柏
原
水
路
が
開
通
し
た
。
郷
土

の
偉
人
で
あ
る
彼
ら
た
ち
の
業

績
を
讃
え
て
、
今
で
も
毎
年
４

月
10
日
に
町
内
に
あ
る
「
通
水

紀
念
碑
」
の
前
で
「
水
恩
祭
」

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
多
く

の
関
係
者
に
加
え
て
小
学
生
も

参
加
し
、
感
謝
の
気
持
ち
と
と

も
に
未
来
に
引
き
継
ぐ
思
い
を

深
め
て
い
る
。

�

（
本
田　
隆
憲
）

参
考
資
料　
荻
町
史

↑�第一幹線水路取水口に立つ�
垣田幾馬らの一行（大正９年）
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グランツたけたからのお知らせ

グランツたけた　☎63-4837
ホームページ  https://www.city.taketa.oita.jp/glanz/

お問い合わせ

【共催】RENTARO室内オーケストラ九州

日　時　１月14日㈰ 13：30開場
　　　　　　　　　  14：00開演
会　場　キナーレ
入場料　無料（要整理券）
　　　　※こども達へ音楽を届けるための

募金へご協力お願いします。
整理券配布場所　グランツたけた窓口
　　　　　　　　OBS大分放送本社受付

1 21日

日　時　１月21日㈰ 13：30開場
　　　　　　　　　  14：00開演
出　演　宮谷理香（ピアノ）
会　場　廉太郎ホール
入場料　一般 3,000円、
　　　　高校生以下 1,000円
　　　　（全席指定／税込）
※未就学入場不可
　（託児サービスあり：１／ 11㈭〆切）
プログラム
　バッハ：イタリア協奏曲
瀧廉太郎：メヌエット、憾
加藤昌則：「荒城の月」によるピアノ作品

〈宮谷委嘱　初演〉
ショパン：幻想即興曲　Op.66

ポロネーズ　第６番　Op.53「英雄」

『宮谷理香ピアノ・リサイタル』
グランツ音楽館vol.４

竹田の人々との交流を経て
いよいよリサイタルを迎えます！

良席は
お早めに！

チケット
発売中！

往年の人気歌手がグランツたけたに集結！
宝くじ文化公演　歌園迎賓館

１ 14 日

2 11 日

グランツ・アートマネジメント講座

「地域における劇場の役割を学ぶ講座」

日　時　未定（決まり次第ホームページ等でお知らせします）
会　場　キナーレ
講　師　是永幹夫
参加料　無料

　講師に是永幹夫さんをお招きし、地域における劇場の役割を学ぶ講座
を開催します。
　どなたでも無料で受講できる講座です。

グランツ映画館“玉洗劇場”「ＲＲＲ」

日　時　３月９日㈯
　　　　10：00～／ 14：00～／ 18：00～
　　　　（３回上映／ 179分）
会　場　キナーレ
料　金　一般 1,000円、高校生以下 500円
　　　　10歳未満無料

3 ９ 土

　３月のグランツ映画館は、2022年公開のインド映画を上映します。
　多くの有名人が絶賛し、一大ブームを巻き起こした昨年話題のアク
ション超大作。迫力の大画面でお楽しみください。
（あらすじ）イギリス植民地時代のインド。ゴーンド族のビームは、軍に連

れ去られた少女を奪還すると誓う。そんな中、ある列車事故
をきっかけに、ビームは警察官ラージュと友情を育んでいく。

ニューイヤーコンサート2024
～トワイライト朗読会～

日　時　２月11日㈰ 15：30開場
　　　　　　　　　  16：00開演
会　場　キナーレ
入場料　一般 2,500円、
　　　　65歳以上 2,000円
　　　　（全席指定／税込）
出　演　太田裕美、庄野真代、
　　　　タケカワユキヒデ（ゲスト）

　ショパン国際ピアノコンクール入賞ピアニストの宮谷理香さんによるリ
サイタル。バッハ、ショパンなどの作品に加え、没後120年となる瀧廉太
郎のピアノ曲「メヌエット」「憾（うらみ）」を、
そして「荒城の月」をテーマにした世界初演
となるピアノ作品など、竹田オリジナルのプ
ログラムでお届けします。

　OBSアナウンサーと新春に贈る、音楽と
朗読のコラボレーション

大分県指定有形文化財『三宅山御鹿狩絵巻』
　岡藩では、３代藩主中川久清以降、軍事訓練も兼ねて藩主の権威を示す行事として藩主が岡にいる間に一度は鹿狩
を行う慣わしがありました。11代藩主中川久教は、文政２（1819）年４月５日と９日の２日間、三宅山（竹田市）で
鹿狩を行い、その行列の様子を絵巻として描かせました。完成した「三宅山御鹿狩絵巻」は全16巻、全長272ｍにな
ります。名前が記された644人をはじめ登場人物2,762人の顔つき、服装、持ち物等、詳細に描かれています。藩絵師
総がかりで約５年の歳月を費やして完成しました。
　今年は「三宅山御鹿狩絵巻」を作成した絵師の中心的な役割を担った淵野真斎の没後200年にあたることから、繊
細で精密な、力量の高さがわかる絵巻の全巻を、展示替えを繰り返しながら紹介いたします。県指定有形文化財でも
ある「三宅山御鹿狩絵巻」を、描かれている人物の思いについても想像しながら、じっくりとご覧ください。来館２
回目からは、ステッカーをプレゼントします。

令和５年度大分県文化財愛護功労者表彰

　11月14日、直入中学校において第72回竹田市中学
校日本語弁論大会が開催され、竹田市内４校の中学校
より11人の弁士が参加し、それぞれの思いや考えを
述べました。「保護犬を飼った経験から全ての生き物
の命について考えたこと」「家族との関係から、自分
の周りの人間関係を見つめ直した経験」等、どの弁論
も聞いている人々の心を揺さぶり、それぞれの行動や
生活を見直し、生き方やあり方を考える機会を与えて
くれるものでした。入賞者は次の４名です。

最優秀賞　竹田中学校　　　吳　 安捺さん
　　　　　「言葉の力」
　優秀賞　竹田南部中学校　得丸 凜花さん
　　　　　「誰かのために」
　優秀賞　竹田中学校　　　運天 貫大さん
　　　　　「空気読めよ！」
　優秀賞　直入中学校　　　阿南 真実さん
　　　　　「答えは私が見つける」

　後藤さんは、大分県文化財保護指導委員とし
て、「くじゅう山系のイヌワシ（国指定天然記
念物）」の観察と調査に30年以上携わり、大分
県の天然記念物の調査・保全に大きく貢献して
きました。この他、レッドデータブック調査員
や自然公園指導員も務めるなど、大分県の自然
保護にも尽力してきました。また、竹田市域に
生息する野鳥について、岡の里事業実行委員会
が発行する機関誌に今も寄稿を続けています。

　10月24日、大分県文化
財愛護功労者表彰式が行わ
れました。大分県教育委員
会教育長が表彰するもので
す。令和５年度は、本市の
後藤聡さん（竹田・吉田）
が表彰されました。

問　 竹田市歴史文化館　☎63-2200

第72回
竹田市中学校日本語弁論大会

令和5年度企画展 全巻みせます！

　３月３日㈰まで
　12月23日㈯～１月17日㈬１～４巻　１月19日㈮～１月31日㈬ ５～８巻
　２月２日㈮～２月14日㈬９～12巻　２月16日㈮～３月３日㈰13～16巻
　※各巻毎に、期間中、一部展示替えをおこないます。
　　１月11日、25日、２月８日、22日㈭
　竹田市歴史文化館・由学館「特別展示室ちくでん館」
　一般 500円　65歳以上 250円　小中学生 300円　未就学児無料
　各種障害者手帳提示者とその介護者１人は無料

期

場
料

こころの健康相談
１月12日・26日㈮  午後１時30分～３時30分
※相談日の前日午前中まで要予約
竹田市総合社会福祉センターまたは各支所
竹田市心の相談支援事業所 ☎63-3346

日

場
問

お あん な

とく まる りん か

うん てん かん た

あ なん ま み

太田裕美庄野真代 タケカワユキヒデ
（ゲスト）

ご とうあきら

昭和を代表するポップスの数々
をオーケストラの演奏とともに
お楽しみください。
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広報たけたは、見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

近年、消費者を取り巻く環境は、新たなサービスの提供や高度情報通信社会の進展、高齢化の進行な
どにより大きく変化しており、それに伴い、消費生活に関する問題も複雑かつ多様化しております。
このような状況に、本市では平成21年度に相談窓口を開設、平成24年度に消費生活センターを設置

し、専門の相談員が契約に関するトラブルや悪質商法による被害、商品事故の苦情など消費生活に関す
る相談に対応し、被害の未然防止や事業者とのあっせんによる被害の回復に努めています。
今後も引き続き、高齢者への見守りや子どもの安全確保も含め、市民の皆さまが安心して暮らせるま

ちづくりのため、関係機関と連携し啓発活動を推進するとともに、これまで整備した消費者相談体制の
一層の強化を図り、消費者行政の充実に全力で取り組んでまいります。

令和６年１月　竹田市長　土居昌弘（消費生活センター）

消費者行政に関する市長表明

郷土の植物（417）

� 阿孫　久見

ナワシログミ（グミ科）

　
低て

い

地ち

か
ら
山
地
の
林り

ん

内な
い

や
林
の
ふ
ち

に
生せ

い

育い
く

す
る
高
さ
３
㍍
ほ
ど
の
常じ

ょ
う

緑り
ょ
く

の

木も
く

本ほ
ん

性せ
い

つ
る
植
物
で
す
。
樹じ

ゅ

皮ひ

は
灰か

い

褐か
っ

色し
ょ
く

で
皮ひ

目も
く（
イ
ボ
の
よ
う
な
ぶ
つ
ぶ
つ
）

が
あ
り
ま
す
。
小こ

枝え
だ

は
鋭す

る
ど

く
と
が
っ
た

刺と
げ

に
変へ

ん

化か

し
、
葉
の
わ
き
に
も
刺
が
あ

り
触さ

わ

る
と
痛い

た

い
で
す
。
材ざ

い

質し
つ

は
強き

ょ
う

じ
ん

で
手
で
折お

っ
て
も
折
れ
に
く
い
で
す
。

　
互ご

生せ
い

の
葉
は
全ぜ

ん

縁え
ん

で
厚あ

つ

い
革か

く

質し
つ

で
、

ふ
ち
は
著い

ち
じ
る

し
く
波な

み

う
つ
長ち

ょ
う

楕だ

円え
ん

形け
い

で

す
。
大
き
さ
は
大
小
あ
り
ま
す
が
、
下か

部ぶ

の
も
の
で
長
さ
11
㌢
、
幅は

ば

が
４・
２

㌢
ほ
ど
で
す
。
表
面
は
濃の

う

緑り
ょ
く

色し
ょ
く

で
光こ

う

沢た
く

が
あ
り
、
裏り

面め
ん

は
銀ぎ

ん

色い
ろ

の
鱗り

ん

片ぺ
ん

毛も
う

が
密み

っ

生せ
い

し
、
そ
の
上
に
褐か

っ

色し
ょ
く

の
鱗
片
毛
が

点て
ん

々て
ん

と
ま
り
じ
ま
す
。
特
に
主し

ゅ

脈み
ゃ
く

は
凸と

つ

状じ
ょ
う

に
な
り
褐か

っ

色し
ょ
く

で
目
立
ち
ま
す
。

　
秋
の
頃
、
葉
の
わ
き
に
数
個
の
白は

く

黄お
う

色し
ょ
く

の
径け

い

６
㍉
ほ
ど
の
が
く
が
筒つ

つ

状じ
ょ
う

に

な
っ
た
長
さ
13
㍉
ほ
ど
の
先
が
４
裂れ

つ

す

る
地じ

味み

な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
あ

と
、
長
楕
円
形
の
径
１
㌢
ほ
ど
の
赤
く

熟じ
ゅ
く

す
偽ぎ

果か

（
子し

房ぼ
う

に
子
房
以い

外が
い

の
部
分

が
加く

わ

わ
っ
て
で
き
た
果か

実じ
つ

）
を
つ
け
ま

す
。
果
実
の
先
に
は
枯か

れ
た
が
く
筒
が

残の
こ

り
ま
す
。

　
和
名
の
由ゆ

来ら
い

は
苗な

わ

代し
ろ

を
作
る
こ
ろ
に

果
実
を
つ
け
る
こ
と
で
苗ナ

ワ

代シ
ロ

茱グ

萸ミ

の
名

が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
、
里さ

と

山や
ま

の
林
の
ふ
ち
や
山

地
の
林
内
で
ご
く
普ふ

通つ
う

に
観
察
さ
れ
ま

す
。
花
期
は
10
月
か
ら
11
月
で
す
。

第226回


